
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　他の情報処理装置により生成されたクリップデータを受信する受信手段と、
　前記他の情報処理装置により生成されたクリップデータに対応する UMIDを生成する UMID
生成手段と、
　前記クリップデータに対応する、前記 UMID生成手段により生成された UMIDを含む、ノン
リアルタイムメタデータを生成するノンリアルタイムメタデータ生成手段と、
　前記ノンリアルタイムメタデータ生成手段により生成されたノンリアルタイムメタデー
タを前記他の情報処理装置に送信する送信手段と
　を備えることを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記受信手段は、さらに、前記送信手段により送信されたノンリアルタイムメタデータ
が、前記他の情報処理装置により編集されたものを受信する
　ことを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記ノンリアルタイムメタデータ生成手段により生成された前記ノンリアルタイムメタ
データを、前記他の情報処理装置により生成されたクリップデータに対応付けて格納する
格納手段をさらに備え、
　前記格納手段は、前記他の情報処理装置により編集された前記ノンリアルタイムメタデ
ータを、前記ノンリアルタイムメタデータ生成手段により生成された前記ノンリアルタイ
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ムメタデータに対して上書きし、前記他の情報処理装置により生成されたクリップデータ
に対応付けて格納する
　ことを特徴とする請求項２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　他の情報処理装置により生成されたクリップデータを受信する受信ステップと、
　前記他の情報処理装置により生成されたクリップデータに対応する UMIDを生成する UMID
生成ステップと、
　前記クリップデータに対応する、前記 UMID生成ステップの処理で生成された UMIDを含む
、ノンリアルタイムメタデータを生成するノンリアルタイムメタデータ生成ステップと、
　前記ノンリアルタイムメタデータ生成ステップの処理で生成されたノンリアルタイムメ
タデータを前記他の情報処理装置に送信する送信ステップと
　を含むことを特徴とする情報処理方法。
【請求項５】
　情報処理装置により生成されたクリップデータの受信を制御する受信制御ステップと、
　前記受信制御ステップの処理で受信されたクリップデータに対応する UMIDの生成を制御
する UMID生成制御ステップと、
　前記クリップデータに対応する、前記 UMID生成制御ステップの処理で生成された UMIDを
含む、ノンリアルタイムメタデータの生成を制御するノンリアルタイムメタデータ生成制
御ステップと、
　前記ノンリアルタイムメタデータ生成制御ステップの処理で生成されたノンリアルタイ
ムメタデータの前記情報処理装置への送信を制御する送信制御ステップと
　を含むことを特徴とするコンピュータが読み取り可能なプログラムが記録されている記
録媒体。
【請求項６】
　情報処理装置により生成されたクリップデータの受信を制御する受信制御ステップと、
　前記受信制御ステップにより受信されたクリップデータに対応する UMIDの生成を制御す
る UMID生成制御ステップと、
　前記クリップデータに対応する、前記 UMID生成制御ステップの処理で生成された UMIDを
含む、ノンリアルタイムメタデータの生成を制御するノンリアルタイムメタデータ生成制
御ステップと、
　前記ノンリアルタイムメタデータ生成制御ステップの処理で生成されたノンリアルタイ
ムメタデータの前記情報処理装置への送信を制御する送信制御ステップと
　をコンピュータに実行させることを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報処理装置および方法、記録媒体、並びにプログラムに関し、特に、 UMID
を高速に生成できるようにすると共に、 UMIDを管理することができない他の情報処理装置
により編集された素材であっても、 UMIDを用いて管理できるようにした情報処理装置およ
び方法、記録媒体、並びにプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、報道番組などの制作現場においては、取材結果となる多数の AV（ Audio Visual）
データの中から所望とする部分を抽出した後、さらに、これらを繋ぎ合わせるといった作
業により番組を制作していた。
【０００３】
　しかしながら、膨大な量の AVデータから、取材状況を思い出して、所望とする部分を抽
出するのは困難な作業であり、結局、 AVデータを１つ１つ再生して、これを見ながら確認
するといった作業を繰り返し、所望とする部分を見つけ出しては、抽出していくといった
手間のかかる作業をしなければならなかった。
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【０００４】
　そこで、このような番組制作の手間を解消させるために、例えば、取材に用いた撮像装
置や編集装置など全ての機器に対応する共通のディスク状の記録媒体に、取材時の情報を
記録するようにして、 AVデータと取材時の状況を管理しやすくするものが提案されている
（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開平１１－０８８８２１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上述の手法においては、例えば、第１のスタッフが AVデータを編集し、
第２のスタッフが AVデータに関する情報（例えば、メタデータ）など制作するといったよ
うに、複数の人数で同時に編集処理を行うことが困難であり、短時間で作成しなければな
らない報道番組などでは、作業を効率よく進めることが困難であった。
【０００６】
　このような問題に対して、各々の AVデータの素材を複数の人数で同時に編集した場合、
個別に生成される素材に対して、それらを識別するための固有の IDとして UMID（ Unique M
aterial Identifier）を付して AVデータを管理する方法が提案されている。
【０００７】
　 UMIDは、素材となる AVデータの画像データや、音声データといった個々の要素にまで付
される IDであり、この UMIDを使用することで、撮影から編集まで、膨大な量の AVデータを
管理することができ、例えば、複数のスタッフによる同時編集なども可能なものとしてい
る。
【０００８】
　しかしながら、このように編集結果となる素材に対して個々に UMIDを付す処理では、 AV
データの画像データや音声データなどの個々の素材に対して、１つ１つ UMIDを個別に発生
させる必要があるにもかかわらず、近年 AVデータにより扱う素材のデータ量は、例えば、
音声データのチャンネル数の増大などに伴って増えつつあり、より多くの UMIDを高速に発
生させる要求が高まっている。ところが、 UMIDを発生させる速度には限界があり、これを
超える速度で素材が生成されると、個々の素材に対して UMIDを付すことができないという
事体が発生し、 UMIDによる素材の管理そのものを破綻させてしまう恐れがあった。
【０００９】
　また、このように編集結果となる素材に対して個々に UMIDが付されていても、機器によ
っては、 UMIDを認識できないこともあり、そのような場合、この素材を識別する UMIDを有
効に編集に利用することができないという課題があった。
【００１０】
　本発明はこのような状況に鑑みてなされたものであり、特に、 UMIDを高速で、大量に生
成できるようにすると共に、 UMIDを管理することができない情報処理装置により編集され
た素材であっても、 UMIDを用いた管理を実現できるようにするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の情報処理装置は、他の情報処理装置により生成されたクリップデータを受信す
る受信手段と、他の情報処理装置により生成されたクリップデータに対応する UMIDを生成
する UMID生成手段と、クリップデータに対応する、 UMID生成手段により生成された UMIDを
含む、ノンリアルタイムメタデータを生成するノンリアルタイムメタデータ生成手段と、
ノンリアルタイムメタデータ生成手段により生成されたノンリアルタイムメタデータを他
の情報処理装置に送信する送信手段とを備えることを特徴とする。
【００１２】
　前記受信手段には、さらに、送信手段により送信されたノンリアルタイムメタデータが
、他の情報処理装置により編集されたものを受信させるようにすることができる。
【００１３】
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　前記ノンリアルタイムメタデータ生成手段により生成されたノンリアルタイムメタデー
タを、他の情報処理装置により生成されたクリップデータに対応付けて格納する格納手段
をさらに設けるようにさせることができ、格納手段には、他の情報処理装置により編集さ
れたノンリアルタイムメタデータを、ノンリアルタイムメタデータ生成手段により生成さ
れたノンリアルタイムメタデータに対して上書きし、他の情報処理装置により生成された
クリップデータに対応付けて格納させるようにすることができる。
【００１４】
　本発明の情報処理方法は、他の情報処理装置により生成されたクリップデータを受信す
る受信ステップと、他の情報処理装置により生成されたクリップデータに対応する UMIDを
生成する UMID生成ステップと、クリップデータに対応する、 UMID生成ステップの処理で生
成された UMIDを含む、ノンリアルタイムメタデータを生成するノンリアルタイムメタデー
タ生成ステップと、ノンリアルタイムメタデータ生成ステップの処理で生成されたノンリ
アルタイムメタデータを他の情報処理装置に送信する送信ステップとを含むことを特徴と
する。
【００１５】
　本発明の記録媒体のプログラムは、情報処理装置により生成されたクリップデータの受
信を制御する受信制御ステップと、受信制御ステップの処理で受信されたクリップデータ
に対応する UMIDの生成を制御する UMID生成制御ステップと、クリップデータに対応する、
UMID生成制御ステップの処理で生成された UMIDを含む、ノンリアルタイムメタデータの生
成を制御するノンリアルタイムメタデータ生成制御ステップと、ノンリアルタイムメタデ
ータ生成制御ステップの処理で生成されたノンリアルタイムメタデータの情報処理装置へ
の送信を制御する送信制御ステップとを含むことを特徴とする。
【００１６】
　本発明のプログラムは、情報処理装置により生成されたクリップデータの受信を制御す
る受信制御ステップと、受信制御ステップにより受信されたクリップデータに対応する UM
IDの生成を制御する UMID生成制御ステップと、クリップデータに対応する、 UMID生成制御
ステップの処理で生成された UMIDを含む、ノンリアルタイムメタデータの生成を制御する
ノンリアルタイムメタデータ生成制御ステップと、ノンリアルタイムメタデータ生成制御
ステップの処理で生成されたノンリアルタイムメタデータの情報処理装置への送信を制御
する送信制御ステップとをコンピュータに実行させることを特徴とする。
【００１７】
　本発明の情報処理装置および方法、並びにプログラムにおいては、他の情報処理装置に
より生成されたクリップデータが受信され、他の情報処理装置により生成されたクリップ
データに対応する UMIDが生成され、クリップデータに対応する、生成された UMIDを含む、
ノンリアルタイムメタデータが生成され、生成されたノンリアルタイムメタデータが他の
情報処理装置に送信される。
【００１８】
　本発明の情報処理装置は、独立した装置であっても良いし、情報処理を行うブロックで
あっても良い。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、 UMIDを高速で大量に生成させるようにすることが可能となると共に、
UMIDを管理することができない情報処理装置により編集された素材であっても、 UMIDを用
いて管理することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下に本発明の実施の形態を説明するが、本明細書に記載の発明と、発明の実施の形態
との対応関係を例示すると、次のようになる。この記載は、本明細書に記載されている発
明をサポートする実施の形態が本明細書に記載されていることを確認するためのものであ
る。従って、発明の実施の形態中には記載されているが、発明に対応するものとして、こ
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こには記載されていない実施の形態があったとしても、そのことは、その実施の形態が、
その発明に対応するものではないことを意味するものではない。逆に、実施の形態が発明
に対応するものとしてここに記載されていたとしても、そのことは、その実施の形態が、
その発明以外の発明には対応しないものであることを意味するものでもない。
【００２１】
　さらに、この記載は、本明細書に記載されている発明の全てを意味するものではない。
換言すれば、この記載は、本明細書に記載されている発明であって、この出願では請求さ
れていない発明の存在、すなわち、将来、分割出願されたり、補正により出現、追加され
る発明の存在を否定するものではない。
【００２２】
　即ち、本発明の情報処理装置は、他の情報処理装置により生成されたクリップデータを
受信する受信手段（例えば、図２の通信部２０）と、他の情報処理装置により生成された
クリップデータに対応する UMIDを生成する UMID生成手段（例えば、図２の UMID生成部３１
）と、クリップデータに対応する、 UMID生成手段により生成された UMIDを含む、ノンリア
ルタイムメタデータを生成するノンリアルタイムメタデータ生成手段（例えば、図２の NR
T編集部３２）と、ノンリアルタイムメタデータ生成手段により生成されたノンリアルタ
イムメタデータを他の情報処理装置に送信する送信手段（例えば、図２の通信部２０）と
を備えることを特徴とする。
【００２３】
　前記ノンリアルタイムメタデータ生成手段により生成されたノンリアルタイムメタデー
タを、他の情報処理装置により生成されたクリップデータに対応付けて格納する格納手段
（例えば、図２のディスク駆動部２２）をさらに設けるようにさせることができ、格納手
段には、他の情報処理装置により編集されたノンリアルタイムメタデータを、ノンリアル
タイムメタデータ生成手段により生成されたノンリアルタイムメタデータに対して上書き
し、他の情報処理装置により生成されたクリップデータに対応付けて格納させるようにす
ることができる。
【００２４】
　本発明の情報処理方法は、他の情報処理装置により生成されたクリップデータを受信す
る受信ステップ（例えば、図３４のフローチャートのステップＳ３０３の処理）と、他の
情報処理装置により生成されたクリップデータに対応する UMIDを生成する UMID生成ステッ
プ（例えば、図３４のフローチャートのステップＳ３０４の処理）と、クリップデータに
対応する、 UMID生成ステップの処理で生成された UMIDを含む、ノンリアルタイムメタデー
タを生成するノンリアルタイムメタデータ生成ステップ（例えば、図３４のフローチャー
トのステップＳ３０７の処理）と、ノンリアルタイムメタデータ生成ステップの処理で生
成されたノンリアルタイムメタデータを他の情報処理装置に送信する送信ステップ（例え
ば、図３４のフローチャートのステップＳ３０９の処理）とを含むことを特徴とする。
【００２５】
　尚、記録媒体、および、プログラムについての対応関係については、情報処理方法と同
様であるので、その説明は省略する。
【００２６】
　図１は、本発明を適用した映像プログラム制作支援システムの構成例を示す図である。
【００２７】
　図１において、映像プログラム制作支援システムは、例えば、テレビジョン信号を放送
するテレビジョン放送局や、ビデオや映画等の映像コンテンツの制作会社等において設け
られるシステムであり、テレビジョン番組や映画等の映像作品である映像プログラムを制
作するためのシステムである。この映像プログラム制作支援システムは、映像プログラム
の制作を分担する複数の部署間で、電子ファイル形式で構成される、映像プログラムに付
加されたメタデータ等を一貫して利用できるようにし、映像プログラムを効率よく作成す
るためのシステムである。
【００２８】
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　映像プログラム制作支援システムは、図１に示されるように、ディスク装置１、撮像装
置２，３、および、編集装置４，５から構成されており、相互にネットワーク６を介して
接続されている。
【００２９】
　ディスク装置１は、撮像装置２または３により撮像された、または、編集装置５または
６により編集されたクリップ、画像データ、音声データ、メタデータ（ RTM（ Real Time M
ethedata）を含む）、および、プロキシデータなどに個別に UMIDを付することにより対応
付けて記録すると共に、 NRT（ Non-Real Time Methadata）を記録し、さらに、記録された
情報を必要に応じて読み出して編集装置５または６に供給する。
【００３０】
　撮像装置２は、例えば、カムコーダ（登録商標）等のビデオカメラであり、放送用のニ
ュース番組の取材や、スポーツ等の試合の模様、映画などの映像コンテンツの撮影に使用
される装置である。撮像装置２は、撮影スタッフに操作され、映像プログラムを構成する
各場面の撮影を行い、撮影により得られたクリップをディスク装置１、または、編集装置
４，５に送信する。
【００３１】
　また、撮像装置２は、例えば、撮像により得られたクリップのうちオリジナルの画像デ
ータだけでなく、プロキシデータ（ローレゾリューション（ low resolution：低解像度）
画像データからなるデータ）を記録することができる。クリップに含まれるオリジナルの
画像データは、データ量が大きいが、高画質な画像データであるので、映像プログラムの
完成品に用いられる。一方、プロキシデータは、オリジナルの画像データから各フレーム
の画素数が間引かれること等によって生成された、画素数の少ないフレームの画像に対応
する画像データである。また、プロキシデータは、さらに、例えば、 MPEG（ Moving Pictu
re Experts Group） 4方式等でエンコードされているようにしてもよい。このプロキシデ
ータは、オリジナルの画像データと比較して低画質であるが、データ量が小さいので、送
信や再生など処理の負荷が軽く、主に粗編集処理等に利用される。
【００３２】
　撮像装置２は、撮像により得られた画像データ、音声データ、メタデータ、および、プ
ロキシデータなどの各素材に対して UMIDを付した状態でクリップを管理する。
【００３３】
　撮像装置３は、基本的に撮像装置２と同様のものであるが、 UMIDを生成することができ
ず、さらに、 UMIDが付されたデータの UMIDを認識することができない構成となっている。
従って、撮像装置３が生成するクリップには、新たに UMIDが付されていない状態となる。
ただし、撮像装置２により生成されたクリップに含まれている画像データ、音声データ、
メタデータ、および、プロキシデータは、個々に認識することができ、それらの内容を編
集することは可能である。
【００３４】
　尚、以降においては、図中において、撮像装置２には（ UMID対応）と付すると共に、撮
像装置３には（ UMID非対応）と付して表示するものとする。
【００３５】
　編集装置４は、例えば、パーソナルコンピュータ等の情報処理装置および周辺装置によ
り構成され、映像コンテンツの編集処理を行う、いわゆる編集部署などに設けられる。編
集装置４は、撮像装置２より送信されてくるクリップを取得する。
【００３６】
　編集装置４は、ユーザに操作され、ネットワーク６を介して取得したプロキシデータや
、オリジナルのクリップを、シナリオに従った順序で連続的に表示したり、所望のクリッ
プの画像データのみを表示したりする。
【００３７】
　また、編集装置４は、例えば、必要な画像データ等を好適な順序で再生し、表示するだ
けでなく、取材により得られたクリップの編集処理を行う。
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【００３８】
　この編集処理としては、粗編集処理と本編集処理がある。
【００３９】
　粗編集処理は、クリップに含まれる画像データや音声データに対する簡易的な編集処理
である。例えば、編集装置４は、粗編集処理において、例えば、１回の撮像処理を示す単
位であるクリップに対応する、画像データや音声データ等を含む映像コンテンツに関する
データ（以下、クリップデータと称する）を複数取得した場合、それらのクリップデータ
の中から、本編集で使用すべきクリップデータを選択し、選択されたクリップデータの中
から、さらに必要な映像部分を選択（ Logging）し、その選択された映像部分に対応する
編集開始位置（ In点）および編集終了位置（ Out点）を例えば、タイムコード等を利用し
て設定し、上述したクリップデータの中から、対応する部分を抽出（ Ingesting）する。
【００４０】
　なお、クリップは、 1回の撮像処理だけでなく、その撮像処理の撮像開始から撮像終了
までの時間を示す単位でもあり、その撮像処理により得られた各種のデータの長さを示す
単位でもあり、その撮像処理により得られた各種のデータのデータ量を示す単位でもある
。さらに、クリップは、その各種のデータの集合体そのものも示す場合もある。
【００４１】
　本編集処理は、粗編集処理が施された各クリップデータを繋ぎ合わせ、その画像データ
に対して、最終的な画質調整等を行い、番組などで放送するためのデータである完全パッ
ケージデータを作成する処理である。
【００４２】
　編集装置５は、基本的には、編集装置４と同様の機能を有するものであるが、 UMIDを生
成することができず、さらに、クリップに付された UMIDを認識することができない構成と
なっている。従って、編集装置５により編集されるクリップは、新たに UMIDが付されてい
ない状態となる。ただし、編集装置５により編集されたクリップの画像データ、音声デー
タ、メタデータ、および、プロキシデータは、個々に認識することができ、それらの内容
を編集することは可能である。
【００４３】
　尚、以降においては、図中において、編集装置４には（ UMID対応）と付すると共に、編
集装置５には（ UMID非対応）と付して表示するものとする。また、上述したディスク装置
１、撮像装置２，３、および、編集装置４，５等の各装置は、それぞれ、複数台により構
成されるようにしてもよい。例えば、複数台の撮像装置２，３において得られたクリップ
等を、所定の１台の編集装置４または５が取得し、そのクリップに対して編集処理を行う
ようにしてもよいし、所定の１台の撮像装置２または３より供給されたクリップが、複数
台の編集装置４または５により編集されるようにしてもよい。
【００４４】
　逆に、上述したディスク装置１、撮像装置２，３、編集装置４，５等の各装置は、それ
ぞれ、別体として構成されるように説明したが、これに限らず、各装置の機能の一部また
は全部が互いに一体化して構成されるようにしてもよい。
【００４５】
　また、映像プログラム制作支援システムは、例えば、上述したディスク装置１、撮像装
置２，３、および、編集装置４，５とは別に、ネットワーク６に接続されたセンタサーバ
（図示せず）を設け、ディスク装置１、撮像装置２，３、および、編集装置４，５等をク
ライアントとした、クライアント /サーバ（ Client/Server）システムとして構成するよう
にしてもよい。
【００４６】
　図２は、図１のディスク装置１の詳細な構成例を示している。
【００４７】
　図２において、 CPU１１、 ROM１２、 RAM１３、およびエディットリスト編集部１４は、
バス１５を介して相互に接続されている。このバス１５にはまた、入出力インタフェース
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１６も接続されている。また、ディスク装置１の CPU（ Central Processing Unit）１１は
、 ROM（ Read Only Memory）１２に記憶されているプログラムに従って各種の処理を実行
する。 RAM（ Random Access Memory）１３には、 CPU１１が各種の処理を実行する上におい
て必要なデータやプログラムなどが適宜記憶される。
【００４８】
　エディットリスト編集部１４は、撮像装置２，３、または、編集装置４，５とのクリッ
プの授受に伴って生成される各種の情報に基づいて、編集結果に関する情報であるエディ
ットリストを生成し、記憶部１９に記憶させる。
【００４９】
　エディットリスト編集部１４の UMID生成部３１は、映像コンテンツからなる AVデータに
含まれる、クリップ、 RTM（ Real Time Methadata：例えば、そのフレームに対応する画像
信号を日時（年、月、日、時、分、秒）等の所定の時間情報により特徴付けるタイムコー
ドである LTC（ Linear Time Code）など）、画像データ、音声データ、および、プロキシ
データのそれぞれに対して UMIDを生成し、ディスク２４に対して記録させる際、これらを
付して記録させる。より詳細には、クリップ UMID生成部３１ａ、 RTM-UMID生成部３１ｂ、
ピクチャ UMID生成部３１ｃ、オーディオ UMID生成部３１ｄ、および、プロキシ UMID生成部
３１ｅが、それぞれクリップ、 RTM（ Real Time Methadata）、画像データ、音声データ、
および、プロキシデータについてそれぞれ UMIDを生成し、これを各データに対して付加す
る。
【００５０】
　 UMID生成部３１は、ディスク装置１に供給されるデータの通信方式や、ユーザにより設
定可能な動作モードによりその生成方法が変化する。 FTP（ File Transfer Protocol）に
より、例えば、 MXF（ Material Exchange Format）のデータが送信されてくるような場合
、更新モード、および、保存モードの２つの動作モードがある。更新モードは、ディスク
装置１に供給された全てのデータに対して新たな UMIDを生成して付するモードである。ま
た、保存モードは、データを送信してきた相手が、 UMIDを生成することができるような場
合、その相手となる装置により付された UMIDをそのまま利用するモードである。また、 SD
I（ Serial Digital Interface）によるクリップの通信の場合、単一クリップのとき、送
信されてきたクリップの UMIDがそのまま使用される動作モードと、複数のクリップである
とき、新たに UMIDが生成されて付される動作モードがある。尚、 UMIDの生成方法について
は、詳細を後述する。
【００５１】
　また、 UMID生成部３１は、 UMIDが付されていないクリップ、すなわち、 UMIDを生成する
機能を備えていない、例えば、図１の撮像装置３や編集装置５により生成されたクリップ
に UMIDを生成して付する。
【００５２】
　エディットリスト編集部１４の NRT（ Non Real Time Methadata）編集部３２は、撮像装
置２，３、または、編集装置４，５とのクリップの授受に伴って生成される各種の情報に
基づいて、編集結果に関する情報のうち、 NRTを編集する。より具体的には、 NRT編集部１
４は、クリップの編集に伴って、 lastUpdate（ NRTの生成または更新の日時の情報）、 umi
dRef（リンク時に参照する参照 UMIDの情報）、 CreationDate（対象クリップ、または、エ
ディットリストの生成日時の情報）、 LastUpdate（対象クリップ、または、エディットリ
ストの更新日時の情報）、 Format（機器で生成される情報のフォーマット形式）、および
、 Title（生成された NRTのタイトル）を編集する。
【００５３】
　また、 NRT編集部３２は、 UMIDが付されていないクリップ、すなわち、 UMIDを生成する
機能を備えていない、例えば、図１の撮像装置３や編集装置５により生成されたクリップ
に NRTを生成する。
【００５４】
　入出力インタフェース１６は、キーボードやマウスから構成される入力部１７が接続さ
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れ、入力部１７に入力された信号を CPU１１に出力する。また、入出力インタフェース１
６には、ディスプレイやスピーカなどから構成される出力部１９も接続されている。
【００５５】
　さらに、入出力インタフェース１６には、ハードディスクや EEPROM（ Electronically E
rasable and Programmable Read Only Memory）などから構成される記憶部１９、および
、ネットワーク６などを介して他の装置とデータの通信を行う通信部２０も接続されてい
る。ドライブ２１は、磁気ディスク、光ディスク、光磁気ディスク、または半導体メモリ
などの記録媒体からなるリムーバブルメディア２３よりデータを読み出したり、データを
書き込んだりするときに用いられる。
【００５６】
　ディスク駆動部２２は、撮像装置２，３、または、編集装置４，５により生成されたく
リップを、エディットリスト１４により生成された UMIDと NRTと共に対応付けてディスク
記録媒体２４に記録させる。
【００５７】
　ディスク記録媒体２４は、例えば、光ディスクであってもよく、 DVD-RAM（ Digital Ver
satile Disc-Random Access Memory）， DVD-R（ DVD-Recordable）， DVD-RW（ DVD-ReWrita
ble）， DVD+R（ DVD+Recordable）， DVD＋ RW（ DVD+ReWritable）， CD-R（ Compact Disc-Re
cordable），または CD-RW（ CD-ReWritable）等が適用できる。また、ディスク記録媒体２
４には、 HDD（ Hard Disc Drive）を適用させるようにすることもできる。
【００５８】
　また、ディスク記録媒体２４に記録されたデータを管理するファイルシステムとしては
、どのようなファイルシステムを用いてもよく、例えば、 UDF（ Universal Disk Format）
や ISO9660（ International Organization for Standardization 9660）等を用いてもよい
。また、ディスク記録媒体２４としてハードディスク等の磁気ディスクを用いた場合、フ
ァイルシステムとして、 FAT（ File Allocation Tables）、 NTFS（ New Technology File S
ystem）、 HFS（ Hierarchical File System）、または UFS（ Unix（登録商標）  File Syste
m）等を用いてもよい。また、専用のファイルシステムを用いるようにしてもよい。
【００５９】
　次に、図３を参照して、撮像装置２の構成について説明する。
【００６０】
　撮像装置２の CPU４１、 ROM４２、 RAM４３、バス４６、入出力インタフェース４７、入
力部５０、出力部５１、記憶部５２、通信部５３、ドライブ５４、および、リムーバルメ
ディア５５の構成は、図２のディスク装置１の CPU１１、 ROM１２、 RAM１３、バス１５、
入出力インタフェース１６、入力部１７、出力部１８、記憶部１９、通信部２０、ドライ
ブ２１、および、リムーバルメディア２３と同様であるので、その説明は、省略する。
【００６１】
　クリップデータ編集部４４は、 CCD（ Charge Coupled Devoce）イメージセンサや CMOS（
Complementary Metal-Oxide Semiconductor）イメージセンサなどから構成される撮像部
４８により撮像された画像データ、および、マイクロフォンなどから構成される音声入力
部４９より供給される音声データに基づいて、クリップを構成する画像データ、音声デー
タ、メタデータ、および、プロキシデータを生成し、エディットリスト編集部４５に供給
する。
【００６２】
　エディットリスト編集部４５は、基本的に、図２のディスク装置１のエディットリスト
編集部１４と同様のものであり、従って、 UMID生成部６１、クリップ UMID生成部６１ａ、
RTM-UMID生成部６１ｂ、ピクチャ UMID生成部６１ｃ、オーディオ UMID生成部６１ｄ、およ
び、プロキシ UMID生成部６１ｅについても、 UMID生成部３１、クリップ UMID生成部３１ａ
、 RTM-UMID生成部３１ｂ、ピクチャ UMID生成部３１ｃ、オーディオ UMID生成部３１ｄ、お
よび、プロキシ UMID生成部３１ｅと基本的な構成は同様である。しかしながら、エディッ
トリスト編集部１４が、ディスク装置１に供給されるクリップに処理を行うのに対して、
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エディットリスト編集部４５は、撮像に伴ってクリップデータ編集部４４において行われ
る編集処理に伴って生成される各種の情報に基づいて、編集結果に関する情報であるエデ
ィットリストを生成し、記憶部５２に記憶させる点で異なる。従って、 UMID生成部６１に
おける UMIDの生成方法については、 UMID生成部３１と同様である。
【００６３】
　次に、図４を参照して、撮像装置３の構成について説明する。
【００６４】
　基本的に撮像装置３は、撮像装置２と同様の構成であるが、 UMIDを生成することができ
ない点が異なる。
【００６５】
　撮像装置３の CPU７１、 ROM７２、 RAM７３、クリップデータ編集部７４、バス７６、入
出力インタフェース７７、撮像部７８、音声入力部７９、入力部８０、出力部８１、記憶
部８２、通信部８３、ドライブ８４、および、リムーバルメディア８５の構成は、図３の
撮像装置２の CPU４１、 ROM４２、 RAM４３、クリップデータ編集部４４、バス４６、入出
力インタフェース４７、撮像部４８、音声入力部４９、入力部５０、出力部５１、記憶部
５２、通信部５３、ドライブ５４、および、リムーバルメディア５５と同様であるので、
その説明は、省略する。
【００６６】
　メタデータ編集部７５は、クリップデータ編集部７４により生成されたクリップに関す
るメタデータを編集し（生成し）、クリップに対応付けて記憶部５２に記憶させる。従っ
て、生成されるクリップには、 UMIDが付されない。
【００６７】
　次に、図５を参照して、編集装置４の構成について説明する。
【００６８】
　編集装置４の CPU１０１、 ROM１０２、 RAM１０３、バス１０６、入出力インタフェース
１０７、入力部１０８、出力部１０９、記憶部１１０、通信部１１１、ドライブ１１２、
および、リムーバルメディア１１３の構成は、図２のディスク装置１の CPU１１、 ROM１２
、 RAM１３、バス１５、入出力インタフェース１６、入力部１７、出力部１８、記憶部１
９、通信部２０、ドライブ２１、および、リムーバルメディア２３と同様であるので、そ
の説明は、省略する。
【００６９】
　クリップデータ編集部１０４は、基本的に、クリップデータ編集部７４と同様のもので
あるが、クリップデータ編集部７４が、撮像処理により撮像された画像データや音声デー
タに基づいて、クリップを生成するのに対して、クリップデータ編集部１０４は、ユーザ
により入力部１０８が操作されることにより編集されたクリップデータを編集する点で異
なる。
【００７０】
　すなわち、クリップデータ編集部１０４は、出力部１０９を制御してディスプレイ等に
GUI（ Graphical User Interface）等を表示させ、入力部１０８を介してユーザからの操
作入力を受け付け、その操作入力等に基づいて、記憶部１１０、または、ドライブ１１２
に装着されたリムーバルメディア１１３に記録されている画像データ、音声データ、ロー
レゾデータ、またはメタデータ等、または、通信部１１１を介して取得したローレゾデー
タ等に対して、編集処理を行い、編集内容に関する情報や、編集後のデータに関する情報
等を生成し、エディットリスト編集部１０５に供給する。
【００７１】
　エディットリスト編集部１０５は、基本的に、図２のディスク装置１のエディットリス
ト編集部１４と同様のものであり、従って、 UMID生成部１２１、クリップ UMID生成部１２
１ａ、 RTM-UMID生成部１２１ｂ、ピクチャ UMID生成部１２１ｃ、オーディオ UMID生成部１
２１ｄ、および、プロキシ UMID生成部１２１ｅについても、 UMID生成部３１、クリップ UM
ID生成部３１ａ、 RTM-UMID生成部３１ｂ、ピクチャ UMID生成部３１ｃ、オーディオ UMID生
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成部３１ｄ、および、プロキシ UMID生成部３１ｅと基本的な構成は同様である。しかしな
がら、エディットリスト編集部１４が、ディスク装置１に供給されるクリップに処理を行
うのに対して、エディットリスト編集部１０５は、ユーザによる編集操作に伴ってクリッ
プデータ編集部４４において行われる編集処理により生成される各種の情報に基づいて、
編集結果に関する情報であるエディットリストを生成し、記憶部１１０に記憶させる点で
異なる。従って、 UMID生成部１２１における UMIDの生成方法については、 UMID生成部３１
と同様である。
【００７２】
　 NRT編集部１２２は、 NRT編集部３２と同様のものであり、クリップデータ編集部１０４
のクリップの編集に伴って生成される各種の情報に基づいて、編集結果に関する情報のう
ち、 NRTを編集する。
【００７３】
　また、 NRT編集部１２２は、 UMIDが付されていないクリップ、すなわち、 UMIDを生成す
る機能を備えていない、例えば、図１の撮像装置３や編集装置５により生成されたクリッ
プに NRTを生成する。
【００７４】
　次に図６を参照して、編集装置５の構成について説明する。
【００７５】
　編集装置５は、基本的に編集装置４と同様のものであるが、 UMIDを生成すること、また
は、 UMIDを認識することができない点で異なる。
【００７６】
　編集装置５の CPU１３１、 ROM１３２、 RAM１３３、クリップデータ編集部１３４、バス
１３６、入出力インタフェース１３７、入力部１３８、出力部１３９、記憶部１４０、通
信部１４１、ドライブ１４２、および、リムーバルメディア１４３の構成は、図５の編集
装置４の CPU１０１、 ROM１０２、 RAM１０３、クリップデータ編集部１０４、バス１０６
、入出力インタフェース１０７、入力部１０８、出力部１０９、記憶部１１０、通信部１
１１、ドライブ１１２、および、リムーバルメディア１１３と同様であるので、その説明
は、省略する。
【００７７】
　メタデータ編集部１３５は、基本的に、メタデータ編集部７５と同様のものであり、ク
リップデータ編集部１３４により生成されたクリップに関するメタデータを編集し（生成
し）、クリップに対応付けて記憶部１４０に記憶させる。従って、生成されるクリップに
は、 UMIDが付されない。
【００７８】
　次に、図７を参照して、 UMIDのフォーマットについて説明する。
【００７９】
　 UMIDには、基本 UMID（図７中の Basic UMID）と、拡張 UMID（図７中の Extended UMID）
の２種類の UMIDが存在する。尚、本明細書においては、拡張 UMIDは Extended UMIDと称し
、基本 UMIDは、基本 UMID、または、 UMIDと称するものとする。
【００８０】
　図７で示されるように、 ExtendedUMID（図７中では、 Extended UMID）は、 64バイト（ b
ytes）の情報であり、そのうちの先頭（図中の左）から 32バイトが基本 UMIDであり、残り
の 32バイトがソースパック（ Source Pack）である。
【００８１】
　基本 UMIDは、マテリアル ID（ Material ID）として機能するものであり、 Extended UMID
を識別する IDである。基本 UMIDは、固定ヘッダを示す Universal Label（図中の Univ Labe
l）、データ長を示す Length（図中の Lで表示される部分）、素材間を関連付けるための情
報を示すインスタンス番号（例えば、ある Extended UMIDを持ったデータをコピーした場
合には、元のデータに付された Extended UMIDのインスタンス番号だけを変更して新たな E
xtended UMIDを生成することで、元のデータとの関係が示される）を示す Instance Numbe
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r（図中の Ins.No.）、および、画像としての素材を識別する Material Number（図中の Mat
.No.）から構成される。これらは、先頭からそれぞれ、 12バイト、１バイト、３バイト、
および、１６バイトのデータ長のデータとして記憶される。尚、ここでは、 Univ Labelが
、 Keyデータとして、 Lengthが Lengthデータとして、 Inst.No.、および、 Mat.No.が Value
データとして構成された、 KLVデータとしての構造がなされている。
【００８２】
　また、ソースパックは、先頭から、日付、および、時刻を示す Whenデータ（図中の Date
/Time）、 Altitude（高さ）、 Latitude（経度）、および、 Longitude（緯度）を示す Wher
eデータ（図中の Alt./Lat./Long.）、および、撮影者を特定する情報である User Infomat
ionを示す Whoデータ（図中では、 User Info.）から構成されており、画像データがいつ（
When）、どこで（ Where）、誰に（ Who）撮像されたものであるかを示す情報が含まれてお
り、それぞれ、先頭から 8バイト、 12バイト、および、 12バイトのデータとして記録され
ている。
【００８３】
　尚、以降の説明においては、基本 UMIDについてのみ扱うものとし、基本 UMIDを単に UMID
と称するものとする。
【００８４】
　次に、図８を参照して、 UMIDの Material Numberの詳細な構造について説明する。
【００８５】
　図８で示されるように、 Material Numberは、１６バイト（ bytes）の情報であり、その
うちの先頭（図中の左）から８バイトがタイムスナップ（ TimeSnap）であり、さらに、先
頭から９，１０バイト目がランダムナンバー（ RND）であり、さらに、残りの 6バイトがデ
バイスノード（ Device Node）である。
【００８６】
　タイムスナップは、 UMIDが生成されるときの日時の情報に基づいて生成される値である
。ランダムナンバーは、 16ビットの乱数を発生させることにより生成される値であり、同
時に複数の UMIDが生成されるような場合、同一の UMIDが生成されないように設けられてい
る。デバイスノードは、各装置に固有の値である。
【００８７】
　 UMIDは、以上のような構成で、各素材に対して個々に設定される。すなわち、クリップ
、 RTM、画像データ、各チャンネル毎の音声データ、および、プロキシデータのそれぞれ
について、それぞれ UMIDが設定され、さらに、クリップ、画像データ、各チャンネル毎の
音声データ、および、プロキシデータ毎に、 MpUmid（ Material Package Umid）と FpUmid
（ File Package Umid）が設定される。ここで、 MpUmidは、そのデータを構成する個々の
ファイルに付される UMIDであり、 FpUmidは、そのデータを構成するファイルが纏まったも
のに付される UMIDである。
【００８８】
　次に、図９のフローチャートを参照して、撮像装置２による撮像処理について説明する
。
【００８９】
　ステップＳ１において、撮像部４８は、画像を撮像して、画像データとしてクリップデ
ータ編集部４４に供給する。ステップＳ２において、音声入力部４９は、取得した音声に
基づいて、音声データを生成し、クリップデータ編集部４４に供給する。
【００９０】
　ステップＳ３において、クリップデータ編集部４４は、供給された画像データ、および
、音声データに基づいて、プロキシデータを生成する。ステップＳ４において、クリップ
データ編集部４４は、 RTMを生成し、画像データ、音声データ、および、プロキシデータ
と共にエディットリスト編集部４５に供給する。
【００９１】
　ステップＳ５において、エディットリスト編集部４５の UMID生成部６１は、 UMID新規生
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成処理を実行し、クリップの各素材に対して UMIDを生成する。
【００９２】
　ここで、図１０のフローチャートを参照して、 UMID新規生成処理について説明する。
【００９３】
　ステップＳ１１において、クリップ UMID生成部６１ａは、クリップの MpUmidを生成する
時刻に応じて、 MpUmidを新規に生成する。例えば、クリップ UMID生成部６１ａが、クリッ
プに対する MpUmidを、図１１で示されるように、” 060A2B340101010501010D43130000006C
291C00722405C2080046020117F001”として生成するものとする。尚、図１１においては、
図中の最上段には、「 UMID of Input signal」と示され、供給された素材の UMIDを示して
いる。今の場合、新規生成処理であるので供給される素材はなく、従って UMIDは存在しな
いので「 None」と表示されている。
【００９４】
　その下には、「 Clip.smi」と示されており、上から順にクリップに付される UMIDうち、
MpUmidと FpUmidとが示されている。「 Clip.smi」の下には、「 RealTimeMeta.bin」と示さ
れており、 RTMに付される UMIDである BodyUmidとが示されている。「 RealTimeMeta.bin」
の下には、「 Picture.mxf」と示されており、上から順に画像データに付される UMIDのう
ち MpUmidと FpUmidとが示されている。
【００９５】
　さらに、「 Picture.mxf」の下には、「 AudioCh1.mxf」、「 AudioCh2.mxf」、「 AudioCh
3.mxf」、および「 AudioCh4.mxf」が示されており、上から順に音声データの第１チャン
ネル乃至第４チャンネルのそれぞれに付される UMIDの MpUmidと FpUmidとが示されている。
「 AudioCh4.mxf」の下には、「 Proxy.mxf」と示されており、プロキシデータに付される U
MIDの MpUmidと FpUmidとが示されている。尚、以降においても、同様に表示するものとす
る。
【００９６】
　ステップＳ１２において、クリップ UMID生成部６１ａは、クリップの MpUmidにおける Ti
meSnapを１インクリメントして、クリップの FpUmidを生成する。すなわち、図１１で示さ
れるように、クリップ UMID生成部６１ａは、クリップの MpUmidにおける TimeSnapの先頭バ
イトである「 6C」を１インクリメントすることにより「 6D」とし、これをクリップの FpUm
idとして新たに生成する。図１１においては、黒地に白文字で示された部分である。
【００９７】
　ステップＳ１３において、 RTM-UMID生成部６１ｂは、クリップの MpUmidを RTMの BodyUmi
dとする。すなわち、図１１で示されるように、 RTMの BodyUmidは、クリップの MpUmidと同
じ値として生成される。
【００９８】
　ステップＳ１４において、ピクチャ UMID生成部６１ｃは、クリップの MpUmidおよび FpUm
idの MaterialTypeを変更して、画像データの MpUmidおよび FpUmidを生成すると共に、オー
ディオ UMID生成部６１ｄは、クリップの MpUmidおよび FpUmidの MaterialTypeを変更して、
第１チャンネルの音声データの MpUmidおよび FpUmidを生成する。ここで、 MaterialTypeと
は、 Universal Lavelにおける１２バイト目の値であり、 UMIDが付されたデータの素材の
種類を識別するものである。 MaterialTypeは、例えば、「 0D」がグループデータを示し、
「 06」は画像データを示し、「 08」が音声データを示す。
【００９９】
　図１１の場合、クリップと画像データのそれぞれの MpUmidと FpUmidを比較すると、クリ
ップの MaterialTypeが「 0D」であり、画像データの MaterialTypeが「 06」であることが示
されており、ピクチャ UMID生成部６１ｃが、 MaterialTypeを「 0D」から「 06」に変更した
ことにより、画像データの MpUmidと FpUmidが生成されていることが示されている。同様に
して、クリップと第１チャンネルの音声データのそれぞれの MpUmidと FpUmidを比較すると
、クリップの MaterialTypeが「 0D」であり、第１チャンネルの音声データの MaterialType
が「 08」であることが示されており、オーディオ UMID生成部６１ｄが、 MaterialTypeを「
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0D」から「 08」に変更したことにより、第１チャンネルの音声データの MpUmidと FpUmidが
生成されていることが示されている。尚、図中においては、 MaterialTypeを示すバイトの
文字は、黒地に白文字で示されており、以降においても同様とする。
【０１００】
　ステップＳ１５において、オーディオ UMID生成部６１ｄは、第１チャンネルの音声デー
タの MpUmid、および、 FpUmidの TimeSnapの先頭バイトを、それぞれ順次２ずつインクリメ
ントして、第２乃至第４チャンネルの音声データの MpUmidおよび FpUmidを生成する。
【０１０１】
　すなわち、図１１で示されるように、第１チャンネルの音声データにおける MpUmidと Fp
Umidの TimeSnapの先頭バイトの値は、それぞれ「 6C」および「 6D」である。オーディオ UM
ID生成部６１ｄは、このそれぞれの値を２インクリメントすることにより、それぞれ「 6E
」および「 6F」にして、第２チャンネルの音声データにおける MpUmidと FpUmidを生成する
。
【０１０２】
　同様にして、第２チャンネルの音声データにおける MpUmidと FpUmidの TimeSnapの先頭バ
イトの値は、それぞれ「 6E」および「 6F」となるので、オーディオ UMID生成部６１ｄは、
このそれぞれの値を、さらに、２インクリメントすることにより、それぞれ「 70」および
「 71」にして、第３チャンネルの音声データにおける MpUmidと FpUmidを生成する。
【０１０３】
　さらに、第３チャンネルの音声データにおける MpUmidと FpUmidの TimeSnapの先頭バイト
の値は、それぞれ「 70」および「 71」であるので、オーディオ UMID生成部６１ｄは、この
それぞれの値を、さらに、２インクリメントすることにより、それぞれ「 72」および「 73
」にして、第４チャンネルの音声データにおける MpUmidと FpUmidを生成する。結果として
、音声データは、チャンネル毎に第１チャンネル乃至第４チャンネルの MpUmidと FpUmidが
連続的な TimeSnapとなって構成される。
【０１０４】
　ステップＳ１６において、プロキシ UMID生成部６１ｅは、クリップの MpUmidと FpUmidの
、それぞれのインスタンス番号の先頭バイトを「 00」から、プロキシデータであることを
示す「 FF」に変更することでプロキシデータの MpUmidと FpUmidを生成する。
【０１０５】
　以上のような処理により、実質的に、クリップの MpUmidのみを生成するだけで、その他
の UMIDを連鎖的に生成することができ、大量の UMIDを高速に生成することが可能となって
いる。
【０１０６】
　ここで、図９のフローチャートに戻る。
【０１０７】
　ステップＳ６において、エディットリスト編集部４５は、ステップＳ５の処理で生成さ
れた各 UMIDをクリップ、画像データ、音声データ、 RTM、および、プロキシデータに付加
する。
【０１０８】
　ステップＳ７において、 NRT生成部６２は、生成されたクリップの情報に基づいて、 NRT
を新規に生成する。すなわち、 NRT生成部６２は、生成されたクリップの情報に伴って、 l
astUpdate（ NRTの生成の日時の情報）、 umidRef（リンク時に参照する参照 UMIDの情報）
、 CreationDate（対象クリップの生成日時の情報）、 LastUpdate（対象クリップの更新日
時の情報）、 Format（機器で生成される情報のフォーマット形式）、および、 Title（生
成された NRTのタイトル）を生成する。
【０１０９】
　ステップＳ８において、記憶部５２は、画像データ、音声データ、 RTM、および、プロ
キシデータに UMIDが付されたクリップと NRTを対応付けて記憶する。
【０１１０】
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　以上の処理により、撮像により生成されるクリップは、画像データ、（チャンネル毎の
）音声データ、 RTM、および、プロキシデータといった複数の素材を含み、クリップが１
つ生成されるに伴って、複数の素材に対して UMIDが必要となるが、クリップの MpUmidを生
成した後、 TimeSnapを１インクリメントしてクリップの FpUmidを生成し、 MaterialTypeを
変更するだけで、画像データと第１チャンネルの音声データの MpUmidと FpUmidを生成し、
また、第１チャンネルの音声データの MpUmidと FpUmidを TineSnapを順次２ずつインクリメ
ントすることにより、第２乃至第４チャンネルの MpUmidと FpUmidを生成し、さらに、クリ
ップの MpUmidと FpUmidにおけるインスタンス番号を変更させるのみでプロキシデータの Mp
Umidと FpUmidを生成するようにしたので、実質的には、クリップの MpUmidを生成するのみ
で、それ以外の UMIDは、連鎖的に生成することができるので、高速で、大量の固有の UMID
を生成することが可能となる。
【０１１１】
　尚、 UMIDに対応していない撮像装置３においては、ステップＳ３乃至Ｓ６の処理が省略
され、さらに、 NRTを生成する代わりに、メタデータ編集部７５によりメタデータが生成
される。従って、クリップは生成されるが、 UMIDや NRTが付されていないものとなる。
【０１１２】
　また、以上の処理においては、クリップの生成時に NRTを併せて生成する場合について
説明してきたが、 NRTは、必ずしも生成しないようにしてもよい。その場合、ステップＳ
６の処理が省略され、 UMIDが付されたクリップのみが生成される。
【０１１３】
　次に、図１２のフローチャートを参照して、撮像装置２による撮像処理により生成され
た NRTなしのクリップを FTPによりディスク装置１に送信し、インポートさせる（記録させ
る）処理について説明する。尚、 UMIDが生成される処理のモードが、変更モードの場合に
ついて説明する。
【０１１４】
　ステップＳ３１において、撮像装置２の通信部５３は、記憶部５２に記憶されているク
リップを読み出し、図１３で示されるように、ステップＳ３２において、ネットワーク６
を介してディスク装置１に送信する。尚、図１３においては、撮像装置２の「 Clip」と示
された部分が、送信されるクリップを示しており、さらに、その上に示された「 U1」は、
生成時に付された UMID（クリップの MpUmidを示したものとするが、クリップの FpUmid、 RT
Mの BodyUmid、画像データの MpUmidと FpUmid、音声データの各チャンネルのの MpUmidと FpU
mid、およびプロキシデータの MpUmidと FpUmidのそれぞれを含めたものとする）を示して
おり、上述したクリップ、 RTM、画像データ、音声データ、およびプロキシデータのそれ
ぞれの UMIDを含むものである。また、以降においても同様に表示するものとする。
【０１１５】
　ステップＳ４１において、通信部２０は、撮像装置２より送信されてくるクリップを取
得する。
【０１１６】
　ステップＳ４２において、エディットリスト編集部１４の UMID生成部３１は、撮像装置
２より、ネットワーク６、および、通信部２０を介して取得されたクリップの UMIDを変更
モードで生成する。すなわち、送信されてきたクリップは、ディスク装置１内において、
新たにクリップが生成されるものと同様に、 UMIDが付される。
【０１１７】
　ここで、図１４のフローチャートを参照して、変更モードの UMID生成処理について説明
する。
【０１１８】
　ステップＳ５１において、クリップ UMID生成部５１ａは、クリップに対する MpUmidを生
成する時刻に応じて新規に生成する。例えば、クリップ UMID生成部３１ａが、クリップに
対する MpUmidが、図１５で示されるように、” 060A2B340101010501010D43130000006C291C
00722405C2080046020117F001”に生成されるものとする。尚、図１５においては、図中の
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最上段には、「 UMID of Input signal」と示され、送信されてきたクリップの MpUmidの UM
IDを示している。今の場合、送信されてきたクリップに付されている UMIDは”  060A2B340
101010501010D43130000002405C2080046020117F0016C291C0072”と表示されている。
【０１１９】
　ステップＳ５２において、クリップ UMID生成部３１ａは、送信されてきたクリップに付
されていた MpUmidにおけるインスタンス番号を（ 01＋乱数）に変更して、新たなクリップ
の FpUmidを生成する。すなわち、図１５で示されるように、クリップ UMID生成部６１ａは
、供給されたクリップに付されていた MpUmidにおけるインスタンス番号である「 000000」
を「 01ABCD」に変更することにより、新たなクリップの FpUmidを生成する。図１５におい
ては、黒地に白文字で示された部分である。尚、インスタンス番号における「 ABCD」は、
乱数により発生された値を示している。
【０１２０】
　ステップＳ５３において、 RTM-UMID生成部３１ｂは、送信されてきたクリップの MpUmid
を RTMの BodyUmidとする。すなわち、図１５で示されるように、 RTMの BodyUmidは、クリッ
プの MpUmidと同じ値として生成される。
【０１２１】
　ステップＳ５４において、ピクチャ UMID生成部３１ｃは、クリップの MpUmidおよび FpUm
idの MaterialTypeを変更して、画像データの MpUmidおよび FpUmidを生成すると共に、オー
ディオ UMID生成部３１ｄは、クリップの MpUmidおよび FpUmidの MaterialTypeを変更して、
第１チャンネルの音声データの MpUmidおよび FpUmidを生成する。
【０１２２】
　ステップＳ５５において、オーディオ UMID生成部３１ｄは、第１チャンネルの音声デー
タの MpUmidの TimeSnapの先頭バイトを、それぞれ順次２ずつインクリメントして、第２乃
至第４チャンネルの音声データの MpUmidを生成すると共に、第１チャンネルの音声データ
の FpUmidのインスタンス番号の最終バイトを、それぞれ順次１ずつインクリメントして、
第２乃至第４チャンネルの音声データの FpUmidを生成する。
【０１２３】
　すなわち、図１５で示されるように、第１チャンネルの音声データにおける MpUmidの Ti
meSnapの先頭バイトの値は「 6C」である。オーディオ UMID生成部３１ｄは、この値を２イ
ンクリメントすることにより、それぞれ「 6E」にして、第２チャンネルの音声データにお
ける MpUmidを生成する。
【０１２４】
　同様にして、第２チャンネルの音声データにおける MpUmidの TimeSnapの先頭バイトの値
は、それぞれ「 6E」となるので、オーディオ UMID生成部３１ｄは、この値を、さらに、２
インクリメントすることにより、「 70」にして、第３チャンネルの音声データにおける Mp
Umidを生成する。
【０１２５】
　さらに、第３チャンネルの音声データにおける MpUmidの TimeSnapの先頭バイトの値は、
「 70」であるので、オーディオ UMID生成部３１ｄは、この値を、さらに、２インクリメン
トすることにより、「 72」にして、第４チャンネルの音声データにおける MpUmidを生成す
る。
【０１２６】
　また、第１チャンネルの音声データにおける FpUmidのインスタンス番号の値は、「 01AB
CD」である。オーディオ UMID生成部３１ｄは、この値を１インクリメントすることにより
、「 01ABCE」にして、第２チャンネルの音声データにおける FpUmidを生成する。
【０１２７】
　同様にして、第２チャンネルの音声データにおける FpUmidのインスタンス番号の値は、
「 01ABCE」となるので、オーディオ UMID生成部３１ｄは、この値を、さらに、１インクリ
メントすることにより、それぞれ「 01ABCF」にして、第３チャンネルの音声データにおけ
る FpUmidを生成する。
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【０１２８】
　さらに、第３チャンネルの音声データにおける FpUmidのインスタンス番号の値は、それ
ぞれ「 01ABCF」であるので、オーディオ UMID生成部３１ｄは、この値を、さらに、１イン
クリメントすることにより、「 01ABD0」にして、第４チャンネルの音声データにおける Fp
Umidを生成する。
【０１２９】
　ステップＳ５６において、プロキシ UMID生成部３１ｅは、クリップの MpUmidのインスタ
ンス番号の先頭バイトを「 00」から、プロキシデータであることを示す「 FF」に変更し、
クリップの FpUmidのインスタンス番号の最終バイトを１インクリメントしてプロキシデー
タの MpUmidと FpUmidを生成する。すなわち、図１５の場合、プロキシデータの MpUmidのイ
ンスタンスは、「 FF0000」となり、 FpUmidのインスタンスは、クリップのインスタンス番
号の「 01ABCD」に１インクリメントした「 01ABCE」となる。
【０１３０】
　以上のような処理により、実質的に、クリップの MpUmidのみを生成するだけで、その他
の UMIDを連鎖的に生成することができ、高速に大量の UMIDを生成することが可能となって
いる。
【０１３１】
　ここで、図１２のフローチャートの説明に戻る。
【０１３２】
　ステップＳ４３において、エディットリスト編集部１４は、 UMID生成部３１により生成
された UMIDを、送信されてきたクリップの各素材、すなわち、クリップ、 RTM、画像デー
タ、音声データ、およびプロキシデータのそれぞれについて付加する。
【０１３３】
　ステップＳ４４において、エディットリスト編集部１４は、送信されてきたクリップの
情報に基づいて、プロキシデータを生成する。
【０１３４】
　ステップＳ４５において、 NRT編集部３２は、 NRTを新規に生成する。すなわち、 NRT編
集部３２は、生成されたクリップの情報に基づいて、 NRTを新規に生成する。すなわち、 N
RT生成部６２は、生成されたクリップの情報に伴って、図１３で示されているように、 la
stUpdate（本 NRTの生成の日時の情報）として「本 NRT生成時刻」を記録し、 umidRef（リ
ンク時に参照する参照 UMIDの情報）として「 U2」を記録し、 CreationDate（対象クリップ
の生成日時の情報）として「対象 Clip生成時刻」を記録し、 LastUpdate（対象クリップの
更新日時の情報）は新規であるのでブランクとし、 Format（機器で生成される情報のフォ
ーマット形式）として「 IMX」とし、および、 Title（生成された NRTのタイトル）は新規
に生成されて編集されていないのでブランクとして記録することで、新規に NRTを生成す
る。尚、図１３においては、新規に記録された情報については、黒地に白文字で表示され
ている。また、送信されてきたクリップの UMIDは、送信前のクリップの UMIDを示す「 U1」
より「 U2」に変更され、新たに UMIDが生成されていることが示されている。
【０１３５】
　ステップＳ４６において、ディスク駆動部２２は、新たな UMIDが付されている、送信さ
れてきたクリップと、生成された NRTを対応付けてディスク記録媒体２４に記録する。
【０１３６】
　以上の処理により、変更モードにおいては、撮像装置２による撮像で生成されたクリッ
プがディスク装置１に転送されると、クリップはそのままの状態で、 UMIDが新たに付され
ることにより、 UMIDが変更されて記録される。この処理により、クリップを生成した撮像
装置２におけるクリップと、クリップを記録したディスク装置１におけるクリップは、そ
れぞれ異なる UMIDが付されることにより、以降の処理で編集が加えられるなどしても、区
別して管理することが可能となる。
【０１３７】
　しかしながら、複数のスタッフが、それぞれ異なる装置で同一のクリップを編集したい
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場合、上述のように、装置間でクリップを移動させる毎に UMIDを変化させると、返ってク
リップの管理が難しくなるような場合がある。そこで、クリップが装置間を移動しても UM
IDを保存するようにしたモードが保存モードである。
【０１３８】
　次に、図１６のフローチャートを参照して、 UMIDが生成される処理のモードが、保存モ
ードの場合の撮像装置２による撮像処理により生成された NRTなしのクリップを FTPにより
ディスク装置１に送信し、インポートさせる（記録させる）処理について説明する。尚、
図１６のフローチャートのステップＳ６１，Ｓ６１の処理、および、ステップＳ７１，Ｓ
７３乃至７６の処理は、図１２のフローチャートを参照して説明したステップＳ３１，Ｓ
３２の処理、および、ステップＳ４１，Ｓ４２乃至Ｓ４６の処理と同様であるので、その
説明は省略する。
【０１３９】
　ステップＳ７２において、エディットリスト編集部１４の UMID生成部３１は、撮像装置
２より、ネットワーク６、および、通信部２０を介して送信されてきたクリップの UMIDを
保存モードで生成する。すなわち、送信されてきたクリップは、ディスク装置１内におい
て、そのままの状態で記録される。
【０１４０】
　ここで、図１７のフローチャートを参照して、保存モードの UMID生成処理について説明
する。
【０１４１】
　ステップＳ８１において、クリップ UMID生成部５１ａは、クリップに対する MpUmidを生
成する時刻に対応して、新規に生成する。例えば、クリップ UMID生成部５１ａが、クリッ
プに対する MpUmidを、図１８で示されるように、” 060A2B340101010501010D431300000024
05C2080046020117F0016C291C0072”として生成するものとする。尚、図１８においては、
図中の最上段には、「 UMID of Input signal」と示され、送信されてきたクリップの MpUm
idの UMIDを示している。今の場合、送信されてきたクリップに付されている MpUmidは” 06
0A2B340101010501010D43130000002405C2080046020117F0016C291C0072”と示されており、
送信されてきたクリップに付されている FpUmidは”  060A2B340101010501010D4313000000F
0016C291C00722405C2080046020117”と示されている。
【０１４２】
　ステップＳ８２において、クリップ UMID生成部３１ａは、送信されてきたクリップに付
されていた FpUmidを、新たなクリップの FpUmidとする。すなわち、図１８で示されるよう
に、クリップの FdUmidは、送信されてきたクリップの MpUmidと同じ値として生成される。
【０１４３】
　ステップＳ８３において、 RTM-UMID生成部３１ｂは、送信されてきたクリップの MpUmid
を RTMの BodyUmidとして生成する。すなわち、図１５で示されるように、 RTMの BodyUmidは
、送信されてきたクリップの MpUmidと同じ値として生成される。
【０１４４】
　ステップＳ８４において、ピクチャ UMID生成部３１ｃは、クリップの MpUmidおよび FpUm
idの MaterialTypeを変更して、画像データの MpUmidおよび FpUmidを生成すると共に、オー
ディオ UMID生成部３１ｄは、クリップの MpUmidおよび FpUmidの MaterialTypeを変更して、
第１チャンネルの音声データの MpUmidおよび FpUmidを生成する。
【０１４５】
　ステップＳ８５において、オーディオ UMID生成部３１ｄは、第１チャンネルの音声デー
タの MpUmid、および、 FpUmidの TimeSnapの先頭バイトを、それぞれ順次２ずつインクリメ
ントして、第２乃至第４チャンネルの音声データの MpUmidおよび FpUmidを生成する。
【０１４６】
　ステップＳ８６において、プロキシ UMID生成部３１ｅは、クリップの MpUmidと FpUmidの
、それぞれのインスタンス番号の先頭バイトを「 00」から、プロキシデータであることを
示す「 FF」に変更することでプロキシデータの MpUmidと FpUmidを生成する。
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【０１４７】
　以上のような処理により、実質的に、クリップの MpUmidは、生成される処理となってい
るが、変更されておらず、また、その他の UMIDを連鎖的に生成することができ、高速に UM
IDを生成することが可能となっている。
【０１４８】
　すなわち、図１９で示されるように、撮像装置２により生成されたクリップおよび UMID
の情報は、そのままの状態で（図１９で示されるように、撮像装置２においても、ディス
ク装置１においても、クリップの UMIDは「 U1」のままで）、ディスク装置１に記録され、
新たに NRTが生成される。
【０１４９】
　このような処理により、クリップを他の装置で編集して、さらに、元に戻すような場合
の管理を容易にすることが可能となる。
【０１５０】
　尚、クリップの UMIDの管理は、基本的に、装置間で移動があった場合は、原則として更
新モードにより UMIDが生成され、特に、後に編集後のクリップを元に戻すことが確定して
いるような特殊な場合に限り保存モードが適用される。そこで、更新モードによる UMIDの
更新が前提された FTP転送を特に標準 FTP転送と称し、また、保存モードによる UMIDの更新
（実際には、更新されない）が前提とされた FTP転送を特に拡張 FTP転送と称するものとす
る。
【０１５１】
　次に、図２０のフローチャートを参照して、撮像装置２による撮像処理により生成され
た NRTを含むクリップを標準 FTP転送によりディスク装置１に送信し、インポートさせる（
記録させる）処理について説明する。尚、図２０のフローチャートのステップＳ１１１乃
至１１４，Ｓ１１６の処理は、図１２のフローチャートを参照して説明したステップＳ４
１乃至Ｓ４４，Ｓ４６の処理と同様であるので、その説明は省略する。
【０１５２】
　ステップＳ１０１において、撮像装置２の通信部５３は、記憶部５２に記憶されている
クリップと NRTを読み出し、図２１で示されるように、ステップＳ１０２において、ネッ
トワーク６を介してディスク装置１に送信する。
【０１５３】
　ステップＳ１１５において、 NRT編集部３２は、送信されてきた NRTを更新する。すなわ
ち、 NRT編集部３２は、送信されてきた NRTを、生成されたクリップの情報に基づいて更新
する。すなわち、 NRT生成部６２は、生成されたクリップの情報に伴って、図２１で示さ
れているように、 NRTを更新した時刻を示す lastUpdateとして「本 NRT生成時刻」を更新し
、新たに生成された UMIDに対してリンクが更新されたので umidRef（リンク時に参照する
参照 UMIDの情報）を「 U1」より「 U2」に更新する。
【０１５４】
　以上の処理により、標準 FTP転送において、新たに生成された UMIDに対応して NRTが更新
されるので、クリップの管理が容易なものとなる。
【０１５５】
　次に、図２２のフローチャートを参照して、撮像装置２の撮像処理により生成された NR
Tを含むクリップを拡張 FTP転送によりディスク装置１に送信し、インポートさせる（記録
させる）処理について説明する。尚、図２２のフローチャートのステップＳ１３１乃至１
３４，Ｓ１３６の処理は、図１６のフローチャートを参照して説明したステップＳ７１乃
至Ｓ７４，Ｓ７６の処理と同様であるので、その説明は省略する。
【０１５６】
　ステップＳ１２１において、撮像装置２の通信部５３は、記憶部５２に記憶されている
クリップと NRTを読み出し、図２３で示されるように、ステップＳ１２２において、ネッ
トワーク６を介してディスク装置１に送信する。
【０１５７】
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　ステップＳ１３５において、 NRT編集部３２は、送信されてきた NRTをそのまま保存する
。すなわち、図２３で示されるように、撮像装置１におけるクリップ、 UMID（「 U2」と記
録されている）、および、 NRT（ lastUpdate（本 NRTの生成の日時の情報）として「本 NRT
生成時刻」を記録され、 umidRef（リンク時に参照する参照 UMIDの情報）として「 U2」を
記録され、 CreationDate（対象クリップの生成日時の情報）として「対象 Clip生成時刻」
を記録され、 LastUpdate（対象クリップの更新日時の情報）はブランクとされ、 Format（
機器で生成される情報のフォーマット形式）として「 IMX」とされ、そして、 Title（生成
された NRTのタイトル）は編集されていないのでブランクとして記録されている）は、デ
ィスク装置１において、同一の状態で記録される。
【０１５８】
　以上の処理により、装置間でクリップが拡張 FTP転送される場合において、 UMIDが保存
された状態となると共に、対応して NRTもそのまま保存されるので、状況に応じて、クリ
ップの管理が容易なものとなる。
【０１５９】
　次に、図２４のフローチャートを参照して、撮像装置３による撮像処理により生成され
た NRTなしのクリップを標準 FTP転送によりディスク装置１にインポートさせ（記録させ）
、さらに、ディスク装置１において既存の NRT付きのクリップに対して上書きさせる処理
について説明する。尚、図２４のフローチャートのステップＳ１５１，Ｓ１５３乃至Ｓ１
５７の処理は、図１２のフローチャートにおけるステップＳ４１乃至Ｓ４６の処理と同様
であるので、その説明は省略する。
【０１６０】
　ステップＳ１４１において、撮像装置３の通信部８３は、記憶部８２に記憶されている
クリップを読み出し、図２５で示されるように、ステップＳ１４２において、ネットワー
ク６を介してディスク装置１に送信する。すなわち、撮像装置３は、 UMIDをクリップに付
することができないので、図２５の撮像装置３に示されるように、送信されてくるクリッ
プには、 UMIDが付されていない（ UMIDの枠内は空欄となっている）。
【０１６１】
　ステップＳ１５２において、エディットリスト編集部１４は、撮像装置３よりクリップ
が送信されてくると、ディスク駆動部２２を制御して、ディスク記録媒体２４に記録され
ている、既存のクリップを削除する。
【０１６２】
　すなわち、図２５で示されているように、ディスク装置１には（図中の上部には）、既
存のクリップとして UMIDに「 U1」と付された NRT（図２５においては、 lastUpdateが「本 N
RT生成時刻」として、 umidRefが「 U1」として、 CreationDate「対象 Clip（ U1）新規生成
時刻」として、 LastUpdateがブランク状態で、 Formatが IMXとして、 Titleがブランク状態
で記録された NRT）付きのクリップが存在しているが、エディットリスト編集部１４は、
既存の NRTを残してクリップを削除する。そして、ステップＳ１５３において、変更モー
ドで UMIDが生成され、ステップＳ１５４において、生成された UMIDが送信されてきたクリ
ップに対して付される。すなわち、図２５で示されるように、既存の UMIDである「 U1」に
代えて、更新モードで生成された UMIDである「 U3」が、送信されてきたクリップに付され
ている。
【０１６３】
　さらに、ステップＳ１５６において、 NRTが新規に生成される。すなわち、図２５の上
部に示されている既存のクリップに付されていた NRTとは別に、図２５の下部で示されて
いるように、送信されてきたクリップに対する新たな NRTが生成される。尚、図２５の下
部の新規に生成された NRTについては、新規に記録されている情報が黒地に白文字で示さ
れており、 lastUpdateが「本 NRT生成時刻」として、 umidRefが「 U3」として、 CreationDa
teが「対象 Clip（ U3）新規生成時刻」として、 LastUpdateがブランク状態で、 Formatが IM
Xとして、 Titleがブランク状態で記録されている。
【０１６４】
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　すなわち、図２４のフローチャートを参照して説明した上書き処理は、実質的には、既
存のクリップを削除した後、新規のクリップを生成する場合と同様の処理となっている。
【０１６５】
　従って、例えば、 NRTを新規に生成するのではなく、既存の NRTに対して更新するように
しても良い。図２６のフローチャートは、撮像装置３による撮像処理により生成された NR
Tなしのクリップを標準 FTP転送によりディスク装置１に送信しインポートさせ、さらに、
ディスク装置１において既存の NRT付きのクリップに対して、 NRTを更新して上書きさせる
処理について説明する。尚、図２６のフローチャートのステップＳ１７１，Ｓ１７２の処
理、および、ステップＳ１８１乃至Ｓ１８５，Ｓ１８７の処理は、図２４のフローチャー
トにおけるステップＳ１４１，Ｓ１４２の処理、および、ステップＳ１５１乃至Ｓ１５５
，Ｓ１５７の処理と同様であるので、その説明は省略する。
【０１６６】
　ステップＳ１８６においては、図２７で示されるように、 NRTが更新される。すなわち
、図２７のディスク装置１の上部に示されている既存のクリップに付されていた NRTの情
報のうち、図２７のディスク装置１の下部で示されているように、送信されてきたクリッ
プに対する新たなクリップに対応する情報が更新される。尚、図２７の下部の新規に生成
された NRTについては、新規に記録されている情報が黒地に白文字で示されており、 lastU
pdateが「本 NRT更新時刻」として、 umidRefが「 U3」として、 CreationDateが「対象 Clip
（ U1）新規生成時刻」として、 LastUpdateが「対象 Clip（ U3）更新時刻」として、 Format
が IMXとして、 Titleがブランク状態で記録されている。すなわち、 NRTが新規に生成され
るのではなく、既存の NRTに対して更新されるので、 lastUpdate、 umidRef、および、 Last
Updateが新たに生成された UMIDに対応するように変更されており、 CreationDateが、既存
の NRTに記録されていた「対象 Clip（ U1）新規生成時刻」のまま変更されていない。
【０１６７】
　以上の処理により、クリップを編集装置５よりディスク装置１に送信する際、 NRTを新
規に生成する、または、送信されたクリップに応じて更新することが可能となり、必要に
応じて処理を切替えて NRTを管理することが可能となる。
【０１６８】
　次に、図２８のフローチャートを参照して、ディスク装置１が既存の NRTを編集装置４
に送信し、編集装置４で NRTが編集された後、編集装置４が編集後の NRTをディスク装置１
に上書きさせる処理について説明する。
【０１６９】
　ステップＳ２０１において、ディスク装置１の通信部２２０は、ディスク駆動部２２に
よりディスク記録媒体２４より読み出された、例えば、図２９におけるディスク装置１の
上部に示された NRT付きのクリップの NRTをネットワーク６を介して、編集装置４に送信す
る。図２９において、ディスク装置１より送信されるクリップは、 UMIDが「 U1」で示され
、 NRTは、 lastUpdateが「本 NRT更新時刻」として、 umidRefが「 U1」として、 CreationDat
eがブランク状態で、 LastUpdateが「対象 Clip（ U3）更新時刻」として、 Formatが IMXとし
て、 Titleがブランク状態で記録されている。
【０１７０】
　ステップＳ２１１において、編集装置４の通信部１１１は、ネットワーク６を介して、
ディスク装置１より送信されてくる NRTを取得し、記憶部１１０に記憶させる。
【０１７１】
　ステップＳ２１２において、エディットリスト編集部１０５は、記憶部１１０に記憶さ
れた、ディスク装置１より送信されてきた NRTを読み出し、ユーザにより入力部１０８が
操作されて、この NRTが編集されたか否かを判定し、編集されたと判定されるまで、その
処理を繰り返す。例えば、図２９で示されるように、 Titleの情報がブランク状態であっ
たものから「 My Title」と編集されて、編集の処理が終了された場合、編集されたと判定
され、その処理はステップＳ２１３に進む。
【０１７２】
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　ステップＳ２１３において、エディットリスト編集部１０５は、編集内容に対応して NR
Tを更新し、記憶部１１０に保存する。すなわち、エディットリスト編集部１０５は、図
２９の編集装置４で示されるように、編集された Titleの項目に「 My Title」と更新する
と共に、 NRTの更新時刻を示す lasatUpdateを「本 NRT更新時刻」に更新する。尚、図２９
においては、更新された部分については、黒地に白文字で示されている。
【０１７３】
　ステップＳ２１４において、通信部１１１は、記憶部１１０に記憶された編集されてい
る NRTを読み出して、ネットワーク６を介してディスク装置１に送信する。
【０１７４】
　ステップＳ２０２において、ディスク装置１の通信部２０は、編集装置４により編集さ
れた NRTをネットワーク６を介して取得し、記憶部１９に記憶させる。
【０１７５】
　ステップＳ２０３において、エディットリスト編集部１４は、記憶部１９に記憶された
編集されている NRTを読み出して、シンタックス（ Syntax）を確認する。すなわち、送信
されてきた NRTが、文法的に正しく構成されているか否かを確認し、正しくない場合は、
破棄し、正しい場合には、ステップＳ２０４の処理に進む。
【０１７６】
　ステップＳ２０４において、エディットリスト編集部１４は、参照 UMIDの整合性を確認
する。すなわち、エディットリスト編集部１４は、 NRTに記録されている umidRefに記録さ
れている UMIDを読み出し、 UMIDの整合性を確認する。今の場合、 NRTの umidRefには、「 U1
」と記録されているので、実際に、 UMIDが「 U1」であるクリップが存在するか否かを確認
する。今の場合、図２９の上部で示されているように、 UMIDが「 U1」であるクリップが存
在するので、 UMIDの整合性は確認されることになる。
【０１７７】
　ステップＳ２０５において、エディットリスト編集部１４は、送信されてきた NRTをそ
のままの状態で記憶部１９に保存させる。すなわち、編集装置４により編集された NRTが
、 UMIDが「 U1」であるクリップの NRTとして保存されることになる。
【０１７８】
　以上の処理により、ディスク装置１に記録されたクリップに付された NRTを読み出して
、編集装置４で編集し、この編集結果を上書きして記録させることが可能となる。
【０１７９】
　次に、図３０のフローチャートを参照して、編集装置５により編集された NRTを含むク
リップを標準 FTP転送によりディスク装置１に送信し、インポートさせる（記録させる）
処理について説明する。尚、この処理は、図１２のフローチャートを参照して説明した処
理と、図２８のフローチャートを参照して説明した処理を組み合わせた処理であるので、
図３０のフローチャートにおけるステップＳ２２１乃至２２６の処理、および、ステップ
Ｓ２３１乃至Ｓ２４１の処理は、図１２のフローチャートを参照して説明したステップＳ
３１，Ｓ３２の処理、および、図２８のステップＳ２１１乃至Ｓ２１４の処理、並びに、
図１２のフローチャートのステップＳ４１乃至Ｓ４５の処理、および、図２８のステップ
Ｓ２０１乃至Ｓ２０５の処理と同様であるので、その説明は省略する。ただし、ステップ
Ｓ２２１乃至Ｓ２２６の処理は、エディットリスト編集部４５または１０５ではなく、メ
タデータ編集部１３５が処理を実行している。
【０１８０】
　すなわち、編集装置５は、 UMIDを生成することができないので（ UMIDに対して非対応で
あるので）、編集されたクリップには、 UMIDが付されず、また、 NRTも生成されないので
、ステップＳ２２２の処理により、図３１で示されるように、 UMIDの欄は空欄となったま
まのクリップがディスク装置１に送信される。
【０１８１】
　ステップＳ２３１において、ディスク装置１では、 UMIDが付されていないクリップが取
得されると、ステップＳ２３２の処理で、 UMIDが生成され、ステップＳ２３３の処理で、
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クリップに UMIDが付されて、ステップＳ２３５の処理において、 NRTが新規に生成されて
、ディスク記録媒体２４に記録される。すなわち、図３１においては、 UMIDとして「 U1」
が付され、さらに、 lastUpdateが「本 NRT生成時刻」として、 umidRefが「 U1」として、 Cr
eationDate「対象 Clip（ U1）新規生成時刻」として、 LastUpdateがブランク状態で、 Form
atが IMXとして、 Titleがブランク状態で記録された NRTがクリップに付された状態でディ
スク記録媒体２４に記録されている。尚、図３１においては、新規に生成されるか、また
は、更新された部分については、黒地に白文字で示されている。
【０１８２】
　その後、ステップＳ２３７の処理により、生成された NRTが編集装置５に送信される。
【０１８３】
　さらに、ステップＳ２２３乃至Ｓ２２５において、 NRTが編集された後、ステップＳ２
２６において、再びディスク装置１に送信される。この例においては、編集された Title
の項目が「 My Title」と更新されると共に、 NRTの更新時刻を示す lasatUpdateが「本 NRT
更新時刻」に更新されている。
【０１８４】
　そして、ステップＳ２３８乃至Ｓ２４１において、 NRTの文法的な確認と、 UMIDの整合
性の確認の後、送信されてきた NRTがそのままクリップに対応付けられて記録される。
【０１８５】
　以上の処理により、ディスク装置１が、編集装置５により編集されたクリップに対して
UMIDを生成し、さらに、 NRTを付した後、その NRTを編集装置５で編集させて、編集結果を
ディスク装置１で記録するようにすることで、 UMIDを生成することができない、または、
UMIDを認識することができない編集装置５であっても、見かけ上は UMIDを生成することが
可能となり、 UMIDを認識することができる編集装置４と同等の処理を実行することが可能
となる。
【０１８６】
　次に、図３２のフローチャートを参照して、編集装置４により編集された NRTを含むク
リップを拡張 FTP転送によりディスク装置１に送信し、インポートさせる（記録させる）
処理について説明する。尚、図３２のフローチャートにおけるステップＳ２６１乃至２６
６の処理は、図１６のフローチャートを参照して説明したステップＳ７１乃至Ｓ７６の処
理と同様であり、さらに、図３２のステップＳ２６７乃至Ｓ２７０の処理は、図２８のフ
ローチャートにおけるステップＳ２０２乃至Ｓ２０５の処理と同様であるので、その説明
は省略する。
【０１８７】
　すなわち、ステップＳ２５１において、編集装置４のエディットリスト編集部１０５は
、記憶部１１０に記憶されているクリップを読み出し、ステップＳ２５２の処理により、
通信部１１１は、読み出したクリップをネットワーク６を介してディスク装置１に送信す
る。すなわち、編集装置４は、 UMIDを生成することが可能であるので、例えば、図３３で
示されるように、送信されるクリップには、 UMIDとして「 U2」が付されたクリップがディ
スク装置１に送信される。
【０１８８】
　この処理により、ステップＳ２６１乃至Ｓ２６６においては、このクリップに対応する
UMIDを保存モードで生成し、付加すると共に、対応する新たな NRTが生成される。すなわ
ち、図３３で示されるように、送信されたきたクリップの UMIDは、保存モードであるので
、実質的に変化していないが、 lastUpdateが「本 NRT生成時刻」として、 umidRefが「 U2」
として、 CreationDate「対象 Clip（ U2）新規生成時刻」として、 LastUpdateがブランク状
態で、 Formatが IMXとして、 Titleがブランク状態で記録された NRTが新たに生成されてク
リップに付された状態でディスク記録媒体２４に記録される。尚、図３３においては、新
規に生成されるか、または、更新された部分については、黒地に白文字で示されている。
【０１８９】
　一方、ステップＳ２５３において、編集装置４の NRT編集部１２２は、例えば、図３３
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で示されるように、 lastUpdateが「本 NRT生成時刻」として、 umidRefが「 U2」として、 Cr
eationDateが「対象 Clip新規生成時刻」として、 LastUpdateがブランク状態で、 Formatが
IMXとして、 Titleが「 My Title」とした NRTを生成する。尚、ここで、 CreationDateの「
対象 Clip新規生成時刻」は、ステップＳ２５１の処理でクリップが読み出された時刻の情
報となる。
【０１９０】
　ステップＳ２５４において、通信部１１１は、生成された NRTをディスク装置１に送信
する。
【０１９１】
　そして、ステップＳ２６７乃至Ｓ２７０の処理により、編集装置４より送信されてきた
NRTが変更されることなく、そのままクリップに付されて記録される。
【０１９２】
　以上の処理により、例えば、編集装置４は、自らが編集したクリップを、そのままの UM
IDと NRTを付した状態でディスク装置１のディスク記録媒体２４に記録することが可能と
なり、例えば、複数の編集装置４を利用して同一のクリップを編集することが可能となる
。
【０１９３】
　次に、図３４のフローチャートを参照して、ディスク装置１に記録されているクリップ
を編集装置５で編集し、再び、 NRTを含むクリップを標準 FTP転送によりディスク装置１に
送信し、インポートする（記録させる）処理について説明する。尚、図３４のフローチャ
ートにおけるステップＳ３０３乃至３１３の処理、および、ステップＳ３２５乃至Ｓ３２
８の処理は、図３０のフローチャートを参照して説明したステップＳ２３１乃至Ｓ２４１
の処理、および、ステップＳ２２３乃至Ｓ２２６の処理と同様であるので、その説明は省
略する。ただし、ステップＳ３２５乃至Ｓ３２８の処理は、エディットリスト編集部１０
５ではなく、メタデータ編集部１３５が処理を実行している。
【０１９４】
　ステップＳ３０１において、通信部２０は、記憶部１９に記憶されている NRTを含むク
リップを読み出し、ステップＳ３０２において、ネットワーク６を介して編集装置５に送
信する。すなわち、例えば、図３５で示されるように、 UMIDとして「 U1」が付され、 last
Updateが「本 NRT生成時刻」として、 umidRefが「 U1」として、 CreationDateが「対象 Clip
（ U1）新規生成時刻」として、 LastUpdateがブランク状態で、 Formatが「 IMX」として、 T
itleがブランク状態で記録された NRTを含むクリップが編集装置５に送信される。
【０１９５】
　ステップＳ３２１において、通信部１４１は、送信されてきたクリップと NRTを受信し
、取得する。ステップＳ３２２において、クリップデータ編集部１３４は、入力部１３８
が操作されてクリップが編集されたか否かを判定する。例えば、ユーザにより入力部１３
８が操作されて、クリップが編集された場合、その処理は、ステップＳ３２３に進む。
【０１９６】
　ステップＳ３２３において、クリップデータ編集部１３４は、編集されたクリップの情
報に基づいて、クリップを更新する。
【０１９７】
　ステップＳ３２４において、通信部１４１は、編集されたクリップをディスク装置１に
送信する。尚、メタデータ編集部１３５は、 UMIDを生成することができないので、図３５
で示されるように、編集されたクリップには、 UMIDが付加されていない状態で送信される
。
【０１９８】
　以降の処理は、図３０のフローチャートにおけるステップＳ２３１乃至Ｓ２４１、およ
び、ステップＳ２２３乃至Ｓ２２６の処理と同様である。すなわち、ステップＳ３０３乃
至Ｓ３０９の処理において、エディットリスト編集部４５は、例えば、図３５で示される
ように、編集装置５より送信されてきたクリップに「 U3」で示される UMIDを付して、さら
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に、 lastUpdateが「 xxx」として、 umidRefが「 U3」として、 CreationDate「 yyy」として
、 LastUpdateが「 zzz」として、 Formatが「 aaa」として、 Titleがブランク状態で記録さ
れた NRTが新たに生成されてクリップに付された状態で編集装置５に送信される。
【０１９９】
　ステップＳ３２５乃至Ｓ３２８において、メタデータ編集部１３５は、送信されてきた
NRTに基づいて、ステップＳ３２１の処理で取得された NRTを更新し、再び、ディスク装置
１に送信する。すなわち、 NRTは、更新されることにより、 lastUpdateが「本 NRT生成時刻
」として、 umidRefが「 U3」として、 CreationDate「対象 Clip（ U1）新規生成時刻」とし
て、 LastUpdateが対象 Clip（ U3）更新時刻」として、 Formatが「 IMX」として、 Titleが「
My Title」として記録された NRTに更新されてディスク装置１に送信される。尚、図３５
において、更新された項目は、黒地に白文字で示されている。
【０２００】
　そして、ステップＳ３１０乃至Ｓ３１３の処理により、ディスク装置１は、図３５で示
されるように、編集装置５より送信されてきたクリップに、送信されてきた NRTをそのま
ま対応付けてディスク記録媒体２４に記録する。
【０２０１】
　以上の処理により、 UMIDを生成することができず、または、認識することができない編
集装置５が、クリップを編集して、ディスク装置１にインポートしても、あたかも編集装
置５において UMIDが生成され、さらに、対応して NRTが生成されたようにディスク装置１
に記録させることが可能となる。
【０２０２】
　次に、図３６のフローチャートを参照して、ディスク装置１に記録されているクリップ
を編集装置４で編集し、再び、 NRTを含むクリップを拡張 FTP転送によりディスク装置１に
送信し、インポートさせる（記録させる）処理について説明する。尚、図３６のフローチ
ャートにおけるステップＳ３４３乃至３５２の処理は、図３２のフローチャートを参照し
て説明したステップＳ２６１乃至Ｓ２７０の処理と同様であるので、その説明は省略する
。
【０２０３】
　例えば、ステップＳ３４１，Ｓ３４２の処理により、図３７のディスク装置１の上部で
示されるように、 UMIDが「 U1」で示され、 lastUpdateが「本 NRT生成時刻」として、 umidR
efが「 U1」として、 CreationDateが「対象 Clip（ U1）新規生成時刻」として、 LastUpdate
がブランク状態で、 Formatが「 IMX」として、 Titleがブランク状態で記録された NRTを含
むクリップが編集装置４に送信されてくると、ステップＳ３６１において、通信部１１１
が取得し、ステップＳ３６２において、クリップデータ編集部１０４は、入力部１０８が
操作されてクリップが編集されたか否かを判定する。例えば、ユーザにより入力部１０８
が操作されて、クリップが編集された場合、その処理は、ステップＳ３６３に進む。
【０２０４】
　ステップＳ３６３において、 UMID編集部１２１は、変更モードの UMID生成処理を実行す
る。すなわち、ディスク装置１からクリップが送信されるとき、標準 FTP転送されること
になる。尚、変更モードの UMID生成処理は、図１４のフローチャートを参照して説明した
ので、その説明は省略する。
【０２０５】
　ステップＳ３６３において、クリップデータ編集部１０４は、編集されたクリップの内
容に応じて、クリップを更新する。
【０２０６】
　ステップＳ３６４において、エディットリスト生成部１０５は、生成した UMIDを更新し
たクリップに付する。そして、ステップＳ３６５において、通信部１１１は、例えば、図
３７で示されるように、更新された UMIDとして「 U2」が付されたクリップをディスク装置
１に送信する。
【０２０７】
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　これ以降の処理は、図３２のステップＳ２６１乃至Ｓ２６６の処理と同様であり、ディ
スク装置１では、エディットリスト編集部１４が、例えば、図３７で示されるように、編
集装置４より送信されてきたクリップに保存モードの UMID生成処理により生成された「 U2
」で示される UMIDを付して、さらに、 lastUpdateが「 xxx」として、 umidRefが「 U3」とし
て、 CreationDate「 yyy」として、 LastUpdateが「 zzz」として、 Formatが「 aaa」として
、 Titleがブランク状態で記録された NRTが新たに生成されてクリップに付された状態で記
憶部８２に記憶される。
【０２０８】
　一方、ステップＳ３６６において、編集装置４の NRT編集部１２２は、入力部１０８が
操作されて NRTが編集されたか否かを判定し、編集されるまでその処理を繰り返す。例え
ば、 NRTが編集されたと判定されると、ステップＳ３６７において、 NRT編集部１２２は、
ステップＳ３４２の処理で送信されてきた NRTを、編集された NRTに対応して、例えば、図
３７で示されるように、更新する。すなわち、図３７において、編集装置４の NRTは、更
新されることにより、 lastUpdateが「本 NRT生成時刻」として、 umidRefが「 U2」として、
CreationDate「対象 Clip（ U1）新規生成時刻」として、 LastUpdateが対象 Clip（ U2）更新
時刻」として、 Formatが「 IMX」として、 Titleが「 My Title」として記録された NRTに更
新される。ステップＳ３６８において、通信部１１１は、更新した NRTをディスク装置１
に送信する。尚、図３７において、更新された NRTの項目は、黒地に白文字で示されてい
る。
【０２０９】
　そして、ステップＳ３４９乃至Ｓ３５２の処理により、ディスク装置１は、図３７で示
されるように、編集装置４より送信されてきたクリップに、送信されてきた NRTをそのま
ま対応付けてディスク記録媒体２４に記録する。
【０２１０】
　以上の処理により、ディスク装置１に記録されていたクリップを読み出して編集装置４
で編集しても、拡張 FTP転送により UMIDを変更させることなく、 NRTを変更させて、ディス
ク装置１に記録させることが可能となる。
【０２１１】
　以上においては、 FTP転送における MXF転送処理を前提とした説明をしてきたが、転送形
式は、これに限らず、その他の転送形式であってもよく、例えば、 SDI転送であってもよ
いことは言うまでもない。
【０２１２】
　ただし、 SDI転送においては、 UMIDの生成方法が、単一クリップである場合と複数クリ
ップの場合とで変化する。
【０２１３】
　ここで、図３８のフローチャートを参照して、 SDI転送における UMID生成処理について
説明する。
【０２１４】
　ステップＳ４０１において、エディットリスト編集部１４は、 SDI転送におけるクリッ
プが単一クリップであるか否かを判定し、例えば、単一クリップであると判定された場合
、その処理は、ステップＳ４０２に進む。
【０２１５】
　ステップＳ４０２において、クリップ UMID生成部５１ａは、クリップに対する MpUmidを
新規に生成する。例えば、クリップに対する MpUmidが、図３９で示されるように、”  060
A2B340101010501010D43130000006C291C00722405C2080046020117F001”として生成される
ものとする。尚、図３９においては、図中の最上段には、「 UMID of Input signal」と示
され、送信されてきたクリップの補助 UMID（ Ancillary UMID）が示されている。今の場合
、送信されてきたクリップに付されている UMIDは”  060A2B340101010501010D431302FEDC2
405C2080046020117F0016C291C0072”と表示されている。
【０２１６】
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　ステップＳ４０３において、クリップ UMID生成部３１ａは、送信されてきたクリップに
付されていた補助 Umidにおけるインスタンス番号を（ 03＋乱数）に変更して、新たなクリ
ップの FpUmidを生成する。すなわち、図３９で示されるように、クリップ UMID生成部３１
ａは、供給されたクリップに付されていた MpUmidにおけるインスタンス番号である「 02FE
DC」を「 03ABCD」に変更することにより、新たなクリップの FpUmidを生成する。図３９に
おいては、黒地に白文字で示された部分である。尚、インスタンス番号における「 ABCD」
は、乱数により発生された値を示している。
【０２１７】
　ステップＳ４０４において、ピクチャ UMID生成部３１ｃは、クリップの MpUmidおよび Fp
Umidの MaterialTypeを変更して、画像データの MpUmidおよび FpUmidを生成すると共に、オ
ーディオ UMID生成部３１ｄは、図３９で示されるように、クリップの MpUmidおよび FpUmid
の MaterialTypeを変更して、第１チャンネルの音声データの MpUmidおよび FpUmidを生成す
る。
【０２１８】
　ステップＳ４０５において、オーディオ UMID生成部３１ｄは、図３９で示されるように
、第１チャンネルの音声データの MpUmidの TimeSnapの先頭バイトを、それぞれ順次２ずつ
インクリメントして、第２乃至第４チャンネルの音声データの MpUmidを生成すると共に、
第１チャンネルの音声データの FpUmidのインスタンス番号の最終バイトを、それぞれ順次
１ずつインクリメントして、第２乃至第４チャンネルの音声データの FpUmidを生成する。
【０２１９】
　すなわち、図３９で示されるように、第１チャンネルの音声データにおける MpUmidの Ti
meSnapの先頭バイトの値は「 6C」である。オーディオ UMID生成部３１ｄは、この値を２イ
ンクリメントすることにより、それぞれ「 6E」にして、第２チャンネルの音声データにお
ける MpUmidを生成する。
【０２２０】
　同様にして、第２チャンネルの音声データにおける MpUmidの TimeSnapの先頭バイトの値
は、それぞれ「 6E」となるので、オーディオ UMID生成部３１ｄは、この値を、さらに、２
インクリメントすることにより、「 70」にして、第３チャンネルの音声データにおける Mp
Umidを生成する。
【０２２１】
　さらに、第３チャンネルの音声データにおける MpUmidの TimeSnapの先頭バイトの値は、
「 70」であるので、オーディオ UMID生成部３１ｄは、この値を、さらに、２インクリメン
トすることにより、「 72」にして、第４チャンネルの音声データにおける MpUmidを生成す
る。
【０２２２】
　また、第１チャンネルの音声データにおける FpUmidのインスタンス番号の値は、「 03AB
CD」である。オーディオ UMID生成部３１ｄは、この値を１インクリメントすることにより
、「 03ABCE」にして、第２チャンネルの音声データにおける FpUmidを生成する。
【０２２３】
　同様にして、第２チャンネルの音声データにおける FpUmidのインスタンス番号の値は、
「 03ABCE」となるので、オーディオ UMID生成部３１ｄは、この値を、さらに、１インクリ
メントすることにより、それぞれ「 03ABCF」にして、第３チャンネルの音声データにおけ
る FpUmidを生成する。
【０２２４】
　さらに、第３チャンネルの音声データにおける FpUmidのインスタンス番号の値は、それ
ぞれ「 03ABCF」であるので、オーディオ UMID生成部３１ｄは、この値を、さらに、１イン
クリメントすることにより、「 03ABD0」にして、第４チャンネルの音声データにおける Fp
Umidを生成する。
【０２２５】
　ステップＳ４０６において、プロキシ UMID生成部３１ｅは、クリップの MpUmidのインス
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タンス番号の先頭バイトを「 00」から、プロキシデータであることを示す「 FF」に変更し
、クリップの FpUmidのインスタンス番号の最終バイトを１インクリメントしてプロキシデ
ータの MpUmidと FpUmidを生成する。すなわち、図３９の場合、プロキシデータの MpUmidの
インスタンスは、「 FF0000」となり、 FpUmidのインスタンスは、クリップのインスタンス
番号の「 03ABCD」に１インクリメントした「 03ABCE」となる。
【０２２６】
　ステップＳ４０７において、 RTM-UMID生成部３１ｂは、 RTMが継承モードであるか否か
を判定する。 RTM-UMIDの生成は、継承モードと新規モードがあり、いずれも設定すること
ができる。継承モードは、補助 UMIDを利用してインスタンス番号のみを変更させることに
より、補助 UMIDの一部を継承して使用するモードである。また、新規モードは、新規に生
成されたクリップの MpUmidをそのまま使用するモードである。
【０２２７】
　例えば、ステップＳ４０７において、継承モードであると判定された場合、ステップＳ
４０８において、 RTM-UMID生成部３１ｂは、送信されてきたクリップの補助 Umidのインス
タンス番号を（ 03＋乱数）に変更して、 RTMの BodyUmidとして生成する。すなわち、クリ
ップの FpUmidを生成する処理と同様の処理により、図３９で示されるように、 RTMの BodyU
midは、クリップの FpUmidと同じ値として生成される。
【０２２８】
　一方、ステップＳ４０１において、単一クリップではない、すなわち、複数クリップで
あると判定された場合、ステップＳ４１０において、クリップ UMID生成部３１ａは、クリ
ップに対する MpUmidを新規に生成する。例えば、クリップに対する MpUmidが、図４０で示
されるように、”  060A2B340101010501010D43130000006C291C00722405C2080046020117F00
1”として生成されるものとする。尚、図４０においては、図中の最上段には、「 UMID of
 Input signal」と示され、送信されてきたクリップの MpUmidの UMIDを示しているが、送
信されてきたクリップは複数であるので定義されていない。
【０２２９】
　ステップＳ４１１において、クリップ UMID生成部３１ａは、生成された MpUmidの TimeSn
apの先頭バイトを１インクリメントして FpUmidとする。すなわち、図４０で示されるよう
に、クリップの FpUmidは、新規に生成されたクリップの MpUmidと同じ値として生成される
。
【０２３０】
　ステップＳ４１２において、ピクチャ UMID生成部３１ｃは、図４０で示されるように、
クリップの MpUmidおよび FpUmidの MaterialTypeを「 0D」から「 06」に変更して、画像デー
タの MpUmidおよび FpUmidを生成すると共に、オーディオ UMID生成部３１ｄは、クリップの
MpUmidおよび FpUmidの MaterialTypeを「 0D」から「 08」に変更して、第１チャンネルの音
声データの MpUmidおよび FpUmidを生成する。
【０２３１】
　ステップＳ４１３において、オーディオ UMID生成部３１ｄは、第１チャンネルの音声デ
ータの MpUmid、および、 FpUmidの TimeSnapの先頭バイトを、図４０で示されるように、そ
れぞれ順次２ずつインクリメントして、第２乃至第４チャンネルの音声データの MpUmidお
よび FpUmidを生成する。
【０２３２】
　ステップＳ４１４において、プロキシ UMID生成部３１ｅは、図４０で示されるように、
クリップの MpUmidと FpUmidの、それぞれのインスタンス番号の先頭バイトを「 00」から、
プロキシデータであることを示す「 FF」に変更することでプロキシデータの MpUmidと FpUm
idを生成する。
【０２３３】
　また、ステップＳ４０７において、継承モードではない、すなわち、新規モードである
と判定された場合、ステップＳ４０９において、 RTM-UMID生成部３１ｂは、生成したクリ
ップの MpUmidを RTMの BodyUmidとして生成する。すなわち、図４０で示されるように、 RTM
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の BodyUmidは、生成されたクリップの MpUmidと同じ値として生成される。
【０２３４】
　尚、以上においては、音声チャンネルが４チャンネル存在する場合について説明してき
たが、それ以外の数のチャンネル数であってもよいことは言うまでもない。
【０２３５】
　以上のような処理により、 SDI転送においても、実質的に、クリップの MpUmidのみを生
成するだけで、その他の UMIDを連鎖的に生成することができ、高速に UMIDを生成すること
が可能となっている。また、インクリメントする値は、上述した１または２に限るもので
はなく、それ以外の数だけインクリメントするようにしてもよい。
【０２３６】
　以上によれば、１つの UMIDを生成した後、その生成した UMIDの MaterialType、 TimeSnap
、またはインスタンスを変更させるのみで、新たな UMIDを複数に連鎖的に生成することに
より、大量の UMIDを高速で生成することが可能になる。
【０２３７】
　また、 UMIDを生成することができない、または、 UMIDを認識することができない編集装
置５などの装置であっても、ディスク装置１が UMIDを生成し、 NRTを対応付けて管理する
ことで、 UMIDを生成することができない、または、 UMIDを認識することができない装置が
、あたかも UMIDを生成して、クリップを管理しているかのように、 UMIDが付された NRT付
きのクリップをディスク装置１に記録させることが可能となる。
【０２３８】
　上述した一連の処理は、ハードウェアにより実行させることもできるし、上述したよう
にソフトウェアにより実行させることもできる。一連の処理をソフトウェアにより実行さ
せる場合には、そのソフトウェアを構成するプログラムが専用のハードウェアに組み込ま
れているコンピュータ、または、各種のプログラムをインストールすることで、各種の機
能を実行することが可能な、例えば汎用のパーソナルコンピュータなどに、記録媒体等か
らインストールされる。
【０２３９】
　記録媒体は、図２に示されるように、ディスク装置１とは別に、ユーザにプログラムを
提供するために配布される、プログラムが記録されている磁気ディスク（フレキシブルデ
ィスクを含む）、光ディスク（ CD-ROM（ Compact Disc-Read Only Memory）， DVD（ Digita
l Versatile Disc）、光磁気ディスクを含む）、若しくは半導体メモリなどよりなるパッ
ケージメディアを含むリムーバブルメディア２３により構成されるだけでなく、コンピュ
ータに予め組み込まれた状態でユーザに提供される、プログラムが記憶されている ROM１
２や記憶部１９が含まれるハードディスクなどで構成される。
【０２４０】
　なお、本明細書において、媒体により提供されるプログラムを記述するステップは、記
載された順序に従って、時系列的に行われる処理は勿論、必ずしも時系列的に処理されな
くとも、並列的あるいは個別に実行される処理をも含むものである。
【０２４１】
　また、本明細書において、システムとは、複数の装置により構成される装置全体を表す
ものである。
【図面の簡単な説明】
【０２４２】
【図１】本発明を適用した映像プログラム制作支援システムの一実施の形態の構成を示し
た図である。
【図２】図１のディスク装置の構成を示すブロック図である。
【図３】図１の撮像装置の構成を示すブロック図である。
【図４】図１の撮像装置の構成を示すブロック図である。
【図５】図１の編集装置の構成を示すブロック図である。
【図６】図１の編集装置の構成を示すブロック図である。
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【図７】 UMIDの構成を説明する図である。
【図８】図７の MaterialNumberの構成を説明する図である。
【図９】図３の撮像装置による撮像処理を説明するフローチャートである。
【図１０】 UMID新規生成処理を説明するフローチャートである。
【図１１】 UMID新規生成処理を説明する図である。
【図１２】変更モードにおけるディスク装置と図３の撮像装置による NRTなしのクリップ
の FTPインポート処理を説明するフローチャートである。
【図１３】変更モードにおけるディスク装置と図３の撮像装置による NRTなしのクリップ
の FTPインポート処理を説明する図である。
【図１４】変更モードの UMID生成処理を説明するフローチャートである。
【図１５】変更モードの UMID生成処理を説明する図である。
【図１６】保存モードにおけるディスク装置と図３の撮像装置による NRTなしのクリップ
の FTPインポート処理を説明するフローチャートである。
【図１７】保存モードの UMID生成処理を説明するフローチャートである。
【図１８】保存モードの UMID生成処理を説明する図である。
【図１９】保存モードにおけるディスク装置と図３の撮像装置による NRTなしのクリップ
の FTPインポート処理を説明する図である。
【図２０】変更モードにおけるディスク装置と図３の撮像装置による NRTを含むクリップ
の FTPインポート処理を説明するフローチャートである。
【図２１】変更モードにおけるディスク装置と図３の撮像装置による NRTなしのクリップ
の FTPインポート処理を説明する図である。
【図２２】保存モードにおけるディスク装置と図３の撮像装置による NRTを含むクリップ
の FTPインポート処理を説明するフローチャートである。
【図２３】保存モードにおけるディスク装置と図３の撮像装置による NRTを含むクリップ
の上書き処理を説明する図である。
【図２４】変更モードにおけるディスク装置と図３の撮像装置による NRTなしのクリップ
の上書き処理を説明するフローチャートである。
【図２５】変更モードにおけるディスク装置と図３の撮像装置による NRTなしのクリップ
の上書き処理を説明する図である。
【図２６】変更モードにおけるディスク装置と図３の撮像装置による NRTなしのクリップ
の上書き処理のその他の処理を説明するフローチャートである。
【図２７】変更モードにおけるディスク装置と図３の撮像装置による NRTなしのクリップ
の上書き処理のその他の処理を説明する図である。
【図２８】ディスク装置と図５の編集装置による NRTの上書き処理を説明するフローチャ
ートである。
【図２９】ディスク装置と図５の編集装置による NRTの上書き処理を説明する図である。
【図３０】標準 FTP転送におけるディスク装置と図６の編集装置による NRTを含むクリップ
のインポート処理を説明するフローチャートである。
【図３１】標準 FTP転送におけるディスク装置と図６の編集装置による NRTを含むクリップ
のインポート処理を説明する図である。
【図３２】拡張 FTP転送におけるディスク装置と図５の編集装置による NRTを含むクリップ
のインポート処理を説明するフローチャートである。
【図３３】拡張 FTP転送におけるディスク装置と図５の編集装置による NRTを含むクリップ
のインポート処理を説明する図である。
【図３４】標準 FTP転送におけるディスク装置と図６の編集装置による NRTを含むクリップ
の編集処理を説明するフローチャートである。
【図３５】標準 FTP転送におけるディスク装置と図６の編集装置による NRTを含むクリップ
の編集処理を説明する図である。
【図３６】拡張 FTP転送におけるディスク装置と図５の編集装置による NRTを含むクリップ
の編集処理を説明するフローチャートである。
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【図３７】拡張 FTP転送におけるディスク装置と図５の編集装置による NRTを含むクリップ
の編集処理を説明する図である。
【図３８】 SDI転送における UMID生成処理を説明するフローチャートである。
【図３９】 SDI転送における UMID生成処理を説明する図である。
【図４０】 SDI転送における UMID生成処理を説明する図である。
【符号の説明】
【０２４３】
　１　ディスク装置，　２，３　撮像装置，　４，５　編集装置，　１４　エディットリ
スト編集部，　２４　記録媒体，　３１　 UMID生成部，　３１ａ　クリップ UMID生成部，
　３１ｂ　 RTM-UMID生成部，　３１ｃ　ピクチャ UMID生成部，　３１ｄ　オーディオ UMID
生成部，　３１ｅ　プロキシ UMID生成部，　３２　 NRT生成部，　４４　クリップデータ
編集部，　４５　 UMID生成部，　６１ａ　クリップ UMID生成部，　６１ｂ　 RTM-UMID生成
部，　６１ｃ　ピクチャ UMID生成部，　６１ｄ　オーディオ UMID生成部，　６１ｅ　プロ
キシ UMID生成部，　６２　 NRT生成部，　７４　クリップデータ編集部，　７５　メタデ
ータ編集部，　１０４　クリップデータ編集部，　１０５　エディットリスト編集部，　
１２１　 UMID生成部，　１２１ａ　クリップ UMID生成部，　１２１ｂ　 RTM-UMID生成部，
　１２１ｃ　ピクチャ UMID生成部，　１２１ｄ　オーディオ UMID生成部，　１２１ｅ　プ
ロキシ UMID生成部，　１２２　 NRT生成部，　１３４　クリップデータ編集部，　１３５
　メタデータ編集部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】
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【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】 【 図 ２ ６ 】
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【 図 ２ ７ 】 【 図 ２ ８ 】

【 図 ２ ９ 】 【 図 ３ ０ 】
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【 図 ３ １ 】 【 図 ３ ２ 】

【 図 ３ ３ 】 【 図 ３ ４ 】
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【 図 ３ ５ 】 【 図 ３ ６ 】

【 図 ３ ７ 】 【 図 ３ ８ 】
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【 図 ３ ９ 】 【 図 ４ ０ 】
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